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Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（７）（坂本） ３３

６　１９７０年代中葉Ｉ　ＢＭ杜の組織変革

　本稿の課題は，Ｉ　ＢＭ杜の戦後の組織変革の過程をたどっ てみることである 。

　すでにこれまでに，４（本稿（３）， 本誌，第３２巻第２号）では１９５０年代後半の，ま

た５（本稿（４）（５）（６）
，本誌，第３２巻第４号，第３２巻５ ・６合併号，第３３巻第１号）では

１９６０年代中葉の組織変革をあきらかにしてきた
。

　本早では，さらにＩ　ＢＭ杜の戦後におげる組織変革の第３段階である ，１９７０

年代中葉（１９７２～７５年）の組織変革に焦点を当てる 。４で対象とした１９５０年代

がコソピ ュータのｒ世代」揚定からすれはいわゆるｒ第１世代」，また５で対

象とした１９６０年代前半から中葉に至る時期がｒ第２世代」，およぴｒ第２世代」

から「第３世代」への移行の時期であったとすれは，本早で対象とする１９７０年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
代前半から中葉に至る時期は，　般に「第３５世代」といわれる時期である

。

　以下本早でも，まず〔１〕で１９７０年代中葉の組織構造の変革の基礎にあ った

１９６０年代末から１９７０年代中葉に至る時期におげるＩ　ＢＭ杜の事業構造の変化を

概観し，〔２〕で組織構造の変革の内容を具体的にみていくことにする
。

　　 １）本稿（１），本誌，第３１巻第４号，１９８２年１０月，８２～８３べ一ジ図１を参照 。

〔１〕　１９６０年代末～１９７０年代中葉における事業構造の変化

　（１）　Ｉ　Ｃ（集積回路）の発展

　○ＳＳＩ ・ＭＳＩからＬＳＩへ

　すでにのべたように，コソピ ュータの歴史は，１９７０年代に入るとともに，そ

の論理素子，さらに記憶素子としてＩ　Ｃ（集積回路）の新たな発展移態である

Ｌ　Ｓ　Ｉ（Ｌａｒｇｅ　Ｓｃａ１ｅ　Ｉｎｔｅｇｒａｔ１ｏｎ 大規模集積回路）が使用されるようになり ，い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
わゆる「第３．５世代」に移行していくことにな った 。

　本早でも，この コソピ ュータそのものの新しい「世代」の展開を説明するに

　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ９３）



３４　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻 ・第２号）

先立って，まずそのようなｒ世代」の交替をすすめたＩ　Ｃの発展についてかん

たんにみておく 。

　Ｉ　Ｃとは，すでに５でのべたように，電子回路を組むに際して必要な，トラ

ソジスタ，ダイオード，コソデソサ，低抗などの種々の索子および配線を数ミ

リ角の基板の上に埋め込んだ回賂部品であるが，このようなＩ　Ｃの成皿は，同

時に，このようなＩ　Ｃに埋め込まれる素子の集積度がさらに急速に高度化して

いく歴史の出発点であった。すたわち，個別素子としてのトラソジスタから ，

それを含む回路構成素子を１つの固体の上に一体化したＩ　Ｃへの発展は，すで

にのべたように電子回路の発展が求める省ユネルギー 化， 小型化，技術的信頼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３～

性の高度化への要請の必然的な結果であったが，そのような電子回路の発展が

求める技術的な要請は，一たんＩ　Ｃが開発されるとこんどはＩ　Ｃそのものにお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
ける素子集積度の高度化の追求として実現されていくことにたったからである 。

　Ｉ　Ｃが単体としてのトラソジスタにかわって利用され始める１９６０年代はじめ

以降，今目に至るまでのＩ　Ｃの発展の概略は，図２２に示されているとおりであ

る。

　図２２は，Ｉ　Ｃ１チ ップあたりの素子集積数と年次推移の関係を示したもので

あるが，これによっ て今目に至るまでＩ　Ｃの素子集積度がいかに急ピ ッチで高

度化を続げてきているかを知ることができる 。１９６０年代のはじめ１チ ップあた

り数個で始まっ たＩ　Ｃの素子集積は，１０年後の１９７０年には１，ＯＯＯ個に達し，さ

らに１９７０年代中葉には６５，ＯＯＯ個の水準にまで達している。こうして，１９６０年代

はじめから７０年代中葉に至る間においては，Ｉ　Ｃの素子集積度ははぽ年２倍の

倍率で高度化してきたわげである（２の１６乗 ＝６５，５３６）。 すでに１９６４年に，当時

フェ アチャイルト ・セミコンタクタ杜（Ｆａ・ｒｃｈ
・ｌｄ　Ｓｅｍ・ｃｏｎｄｕｃｔｏｒ，Ｉｎｃ）の研究

都長だ ったムーア（Ｍｏｒｅ，Ｇ．Ｅ．）は，１９５９年プレーナ ・トラソジスタが生産さ

れ始めて以来最先端のＩ　Ｃにおげる素子の個数が毎年２倍になってきているこ

とに注目してＩ　Ｃの将来発展の可能性を予測し，Ｉ　Ｃの素子集積度は今後も毎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…）
年２倍のスピードで高度化することを示唆したといわれているが，少なくとも

１９７０年代中葉に至るまではムーアの予測ははばそのとおり当ったわけである ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１９４）
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図２２　Ｉ　Ｃ素子集積度の推移（ユ９６０年～）
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（出所）垂井康夫ｒ超Ｌ　Ｓ　Ｉ技術」『科学』第５ユ巻第１０号ユ９８１年ユ０月６ユ２ぺ一ジ図２ ，同「Ｉ　Ｃの話一
　　トランジスタから超Ｌ　Ｓ　Ｉまで』１９８２年，日本放送出版協会（ＮＨ　Ｋブ ックス），ユ３６ぺ一ジ図４－７。

　１９７０年代後半以降は，それまでにくらべるといく分素子集積度の高まりのス

ピードは落ちている。素子集積度の高度化を規定する要因として，それまでは

¢徴細寸法化，という要因の他に，◎シリコソ ・チ ップ面積の拡大，および　

素子と回路の改良，という要因が作用していたが，素子集積度が１０万個に近づ

くころから　の要因の効果が限界に達しつつあることがその原因と考えられて

いる。しかし，スピードがいく分落ちているとはいえ，素子集積度の高まりは

依然として確実に続いており ，１９７８～７９年には素子集積度は１０万個のオーター

に乗り ，さらに１９８２～８３年には５０万個を超える水準にまで達することにな って

いる。こうして，１９７０年代後半以降は，それまでどおりのスピードではないが ，

Ｉ　Ｃの素子集積度はやはり２年に２倍程度の倍率で高度化を続げてきているわ
　　　　　　　　　　　　６）
けである（２の１９乗 ＝５２４，２８８）。

　以上のような素子集積度の高度化によるＩ　Ｃの発展は，　般にさらにその程

度によつ て， ¢小規模Ｉ　Ｃ（Ｓｍａ１１Ｓｃａ１ｅ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ：ＳＳＩ）→　中規模Ｉ　Ｃ（Ｍｅ 一

　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ９５）



３６　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻 ・第２号）

ｄ１ｕｍ　Ｓｃａｌｅ　Ｉｎｔｅｇｒａｔ１ｏｎ　ＭＳＩ）→　大揚模Ｉ　Ｃ（Ｌａｒｇｅ　Ｓｃａｌｅ　Ｉ・ｔｅｇｒａｔ・ｏｎ　ＬＳＩ）→

＠超大規模Ｉ　Ｃ（Ｖｅｒｙ　Ｌａｒｇｅ　Ｓｃａｌｅ　Ｉｎｔｅｇｒａｔ１ｏｎ　Ｖ ・ＬＳＩ），という４つの段階に

区分して理解されている。これらの４つの段階を区分する素子集積度は，表４６

のとおりである 。

　　　　　　　　　表４６素子集積度によるＩ　Ｃの発展段階

発　　展　　段　　階

◎小観模ＩＣ（ＳＳＩ）
　中挽模ＩＣ（ＭＳＩ）
＠大挽模ＩＣ（ＬＳＩ）
＠　超大規模Ｉ　Ｃ　（Ｖ ・Ｌ　Ｓ　Ｉ）

素　　子　　集　　積　　度

通常　　１０～　　１００未満

　　　１００～　１，０００未満

　　１，ＯＯＯ～１００，ＯＯＯ未満

　　　　　１００，０００以上

　（出所）　日本電子機械工業会『Ｉ　Ｃガイドブ ック（１９８４年版）』１９８４年，２ぺ一ジ表１より作成 。

　このような段階区分の基準にしたがえば，電子回路としてＩ　Ｃが使用される

ようになる１９６０年以降の時代は，より具体的に，¢１９６０年から６６年ごろまでの

小揚模Ｉ　Ｃ ，すなわちＳ　Ｓ　Ｉの段階，◎１９６７年ごろ以降の中規模Ｉ　Ｃ・すなわ

ちＭＳ　Ｉの段階（２の７乗 ＝１２８），　１９７０年ごろ以降の大規模Ｉ　Ｃ，すなわち

Ｌ　Ｓ　Ｉの段階（２の１０乗 ＝１，０２４），そして　１９７８～７９年ごろ以降の超大規模Ｉ　Ｃ ，

すなわちＶ ・ＬＳ　Ｉの段階（２の１７乗 ＝１３１，０７２）　以上のような諸段階に区分

されることになる。こうして，はじめに一のべたように，本節で対象とする１９７０

年代の前半 ・中葉の時代は，Ｉ　Ｃの１つの画期的な発展段階であるＬＳ　Ｉの段

階に相当することになっているわげである 。

　ところで，こうして１９７０年代に入りＩ　Ｃの発展がＬ　Ｓ　Ｉの段階に達すること

によってひき起された大きな変化の１つは，それまではもっぱら論理回路とし

て使われてきたＩ　Ｃが，さらにメモリーとしても使用されるようになったこと

である。それまで コソピ ュータ用のメモリーとしては磁気コアが主流を占めて

きていたが，Ｉ　ＣがＬ　Ｓ　Ｉの段階を迎え，とくに素子集積度が１万個を超える

ようた段階に入るようになると，Ｉ　Ｃメモリーがコ ア・ メモリーと同等の競争

力をもつようになってきた。そして，その後，素子集積度の高度化にともな っ

て，コソピ ュータ用のメモリーは，磁気コァに代わって完全にＩ　Ｃにおきかえ

　　　　　　　　　７）
られることになった 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１９６）
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　この点についてはのちの（２）で改めて言及するが，このようにＩ　Ｃが コソピ ュ

ータ用メモリーとして　般的に使用されるようになり ，それが１９７０年代以降の

コソピ ュータの発展に画期的た意義をもつことにな ったという事情から，さら

に１９７０年代以降のＬ　Ｓ　Ｉそのものの発展については，一般にそれをメモリーと

してのＬＳＩの発展という視点から，すなわちそれが１チ ップあたり何ビット

の記憶容量をもつかという視点から理解することが多い
。

　そこで，このような視点からさらに１９７０年代以降のＬ　Ｓ　Ｉの発展を段階区分

してみると，メモリーとしてのＬ　Ｓ　Ｉは，１９７０年代のはじめに１Ｋ（キ ロ）ビ

ット（Ｋ＝１，０００）を実現して以降，ユ９７３～７４年に４Ｋビット ，１９７６年に１６Ｋビ

ット ，ユ９７８～７９年に６４Ｋビ ット ，そして１９８２～８３年には２５６Ｋビット ，と ，

２～３年おきに容量を千倍化するような発展を続けてきている。このような発

展の流れの中で，さらに１９８６年ごろには１Ｍ（メガ）ビ ット（Ｍ１＝１００万） ・レベ

ルのＬ　Ｓ　Ｉ（超ＬＳＩ）メモリーが出現すると予想されていることは，周知のと
　　　　　８）
おりである（この点については，のちに掲げる図２５を参照。なお，ヒヅト集積度と素子

集積度の対応は，たとえぱ６４Ｋビ ット ・メモリー で素子数が約１５万個，２５６Ｋビ ット ・メ

モリー で約６０万個とな っている）。

　　 ２）１９７０年代に入って始まるコソピュータの新しい段階が，すぐｒ第４世代」と呼

　　　ぼれずに，なぜ「第３．５世代」という独特の表現になったかについては，つぎの

　　　（２）で説明される
。

　　３）本稿（４），本誌，第３２巻第４号，３０～３１ぺ 一ジ，本稿（５），本誌，第３２巻第５ ・６

　　　合併号，５２～５３ぺ一ジ 。

　　４）浜川圭弘ｒトラソソスタ ，Ｉ　Ｃから超Ｌ　Ｓ　Ｉへ　　杜会的二一スと技術革新の

　　　 ノース」ｒ目本の科学と技術　　ニレクトロニクスＩ』１９７７年３ ・４月号（通巻

　　　１８４号）を参照 。

　　 ５）　 ノイス（Ｎｏｙｃｅ・Ｒ・Ｎ・）ｒマイクロヱレクトロニクス」ｒサイェ：／ス』目本経済

　　　新聞杜，第７巻第１１号（通巻７４号） ，１９７７年１１月，１３ぺ一ジ 。

　　 ６）垂井康夫ｒ半導体技術の軌跡」ｒ日本の科学と技術一超Ｌ　Ｓ　Ｉ』１９８０年１ ・

　　　 ２月号（通巻２０１号），３１～３２べ 一ジ，同「超Ｌ　Ｓ　Ｉ技術」『科学』第５１巻第１０号
，

　　　１９８１年１０月 ，６１１～６１２べ 一ジ 。

　　 ７）石井浩ｒＶ　Ｌ　Ｓ　Ｉへの道」ｒコソピュートピア』１９８３年５月号，７５～７６ぺ一

　　　ジ 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ９７）



３８　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻 ・第２号）

　８）武田康嗣ほかｒマイクロユレクトロニクスの現状と動向」『目立評論』第６４巻

　　第７号，１９８２年７月，目本電子機械工業会『Ｉ　Ｃ（集積回路）カイトブ ヅク（１９８４

　　年版』１９８４年，３０～３１ぺ一ソ，ｒ“２５６文化
’’

の時代　　超Ｌ　Ｓ　Ｉが生むメカトレ

　　 ソド」『目経ピジネス』１９８４年３月５目号，３３～３４ぺ一ジ 。

　　　Ｉ　Ｃ発展の技術的基礎

　以上のようた１９６０年代はじめ以来のＩ　Ｃの発展をＩ　Ｃそのものの技術的な発

展に則してみてみると，少くとも２つの大きな展開があり ，それが現在に至る

素子集積度の絶えざる高度化の歴史を彩成してきている（これからも続く）と考

えられる 。

　その第１は，モノリンック（Ｍｏｎｏ１・ｔｈ１ｃ）Ｉ　Ｃ技術の確立である 。

　周知のように，Ｉ　Ｃは，それを成り立たせている技術からみて，モノリシッ

クＩ　Ｃとハイブリッド（Ｈｙｂｒｉｄ．混成）Ｉ　Ｃの２つの種類に分けられる。モノ

リシックＩ　Ｃとは，１個の半導体基板の上に，電子回路を構成するトラソシス

タ， ダイオード，コソデ ソサ，低抗などの各種の素子，および配線をフォトニ

ッチソグ技術によっ て一体的に埋め込んだＩ　Ｃである。これに対して・ハイブ

リッドＩ　Ｃというのは，絶縁体基板（普通，ガラスやセラミックが使われる）の上

にまず膜技術を利用して コソデソサ，低抗などの受動素子や導電体を作り込み ，

それにあとからトラソジスタ，ダイオードなどの能動素子チッ プや別のＩ　Ｃ

を接着し，チ ップの電極と基板内の回路との問の配線をして作られるＩ　Ｃであ
９）

る。

　すでにあきらかなように，後者ハイブリッドＩ　Ｃは，Ｉ　Ｃ時代に先立つトラ

ソシスタ時代に　般化していたプリソト配線技術の延長上にあるものであり ・

Ｉ　Ｃ時代の初期にまず　般化したのは，このハイフリットＩ　Ｃであ った。Ｉ　Ｂ

Ｍ杜がＩ　Ｃを コソピ ュータに導入して，コソピ ュータ「第３世代」を拓いた際

にも，実際に利用されたＩ　ＣがハイブリッドＩ　Ｃであったことは・すでに５で

のべたとおりである（それは，Ｉ　ＢＭ杜内では，ソリッド ・ロ ジック ・テクノロ ジー

Ｓｏｌ．ｄ　Ｌｏｇ．ｃ　Ｔｅｃｈｎｏ１ｏｇｙと口乎ばれた）。 しかし，このハイフリットＩ　Ｃは，膜技術

による回路作成と接着技術による能動素子の取り付げという大きく分けて２段

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１９８）
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階のプ ロセスを必要とすること，依然として外部配線を必要とすること，など

の点から，電子回路の発展が求めている小型化，技術的信頼性の局度化，そし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）
て量産可能性という点で大きな制約をもつものであ った。したがって，それは ，

より単純な仕組みのＩ　Ｃにその主流をとっ て代わられる必然性があ った 。

　モノリシックＩ　Ｃは，このような電子回路の発展の要請に応えるものとして

登場する必然性があったが，実際にこのようたモノリシックＩ　Ｃを技術的に成

立させることになったのは，先に５の〔１〕の（２）であきらかにした，フニ アチャ

イノレド ・セミコソダクタ杜のシリコソ ・プレーナ ・トラソジスタの技術であ っ

た。１９５８年，同杜のホー ルニ（Ｈｏｅｍｉ，Ｊ．）によっ て開発されたシリコソ ・プレ

ーナ ・トラソジスタの技術というのは，シリコン基板を コレクタとし，これを

勲酸化して表面に酸化層（Ｓｉ０２層）をつくり ，これを拡散マスクとして用いる

技術であり ，この酸化層にフォトェッチソグ法によっ て窓孔をあげ，この窓孔

から拡散を行い，１工程の拡散が終るごとに，ふたたびシリコソ表面に酸化層

を形成させるプ ロセスである。これは，半導体史上，画期的た技術であ って ，

これによっ てトラソジスタの量産技術が確立することにたったのであるが，同

じフェ アチャイルド ・セミコソダクタ杜の研究開発部長ノイス（Ｎｏｙｃｅ，Ｒ・Ｎ
．）

は翌１９５９年にこの技術をさらにＩ　Ｃ技術として応用し，シリコン基板の上にそ

れぞれ独立した素子を多数配置し，それらの素子問の必要個所を絶縁層を介し

て配線接続する技術を確立した。こうして，新しい電子回路の発展の要請に応

えうるＩ　ＣとしてのモノリシックＩ　Ｃの技術が確立されていくことになったわ
　　　ユ１）

げである 。

　素子集積度の高度化を軸とするＩ　Ｃの発展を規定した第２の大きた技術的た

展開は，ＭＯ　Ｓ（Ｍｅｔａ１－Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）型Ｉ　Ｃ技術の確立である 。

　これもよく知られていることであるが，上にのべたよう次モノリシックＩ 　Ｃ

は， それを成り立たせている技術からみてみると，さらに犬きく２つの種類に

分げられる。すなわち，バイポーラ（ｂｉｐｏｌａｒ）型ＩＣとＭＯＳ型ＩＣである 。

これらの類型のちがいは，それらを成り立たせているトラソシスタの原理によ

るものであるが，まずバイポーラ型Ｉ　Ｃとは，それを形成する個々のトラソジ

　　　　　　　　　　　　　　　　（１９９）
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スタが，図２３のような，ニミヅ タ， べ一ス，コレクタという３つの電極構造を

もつものである。すでにあきらかなように，これは，先に５の〔１〕でのべた接

合型トラソジスタである。ここでは，べ一スとエミッタに電圧をかげ電流を流

してやるとき第３の電極コレクタにべ一ス電圧よりさらに高い電圧をかけてや

ると，エミッ タとコレクタの問に大量の電流が流れ，この電流がべ一スとエミ

ッタの問を流れる電流より１００倍以上も大きくなるため，増幅作用が得られる

仕組みになっているわげであるが，この型のトラソジスタの特徴は，バイポー

ラというその呼称にも表現されているように，電流の形成に，電気帥こマイナ

スの性質をもっ た電子と，電気的にプラスの性質をもっ た正孔（ホール）と呼

ほれる電子の抜げがらの，両方の要素が働いていることである。このようなト

ラソジスタから構成されるバイポーラ型Ｉ　Ｃの技術的な特性は，一方では，そ

のように大量の電流を流しながら仕事をさせるものであることから，非常に高

速で仕事をさせることができるということである。しかし，他方では，そのこ

　　　　　　　　　　図２３バイポーラ型トランジスタ概念図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 エミソタコレクタ べ一ス エミツタ

０

　 ＯＯＯ◎ ◎◎

Ｐ●●●●●●●
◎

●●●

８

　　　　　　　　　　～
●・．．．．．．．．．…．．．・・・…●

　　　　←
　　　　　　　犯

＠

Ｐ シリコン基板

　　　　　　ｏ：シリコン酸化膜　　　Ｏ　Ｏ　Ｏ　Ｏ　Ｏ 正孔

　　　　　　ｐ：ｐ型シリコン　　　 ・・・・・・…　電子

　　　　　　犯　 〃型シリコン　　　ー一一一＞電流

　　　　　＠ ：高濃度 〃型シリコン

（出所）マインドル，Ｊ ．Ｄ．「マイクロェレクトロニクスの回路素子」ｒサイェンス』第７巻第

　　１１号。１９７７年１工月，２３ぺ一ジの図より作成 。

（注）本図は，具体的には。叩ｎバイポーラ ・トランジスタの概念図である 。

　　　　　　　　　　　　　（２００）
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とは必然的に同時に仕事中に大量の熱の発生を伴うことになり ，したがってそ

れは，あまり多量のトラソシスタを集積すると高温のため機能障害をおこすと

いう難点をもつことになる 。

　もう１つの，ＭＯＳ型ＩＣというのは，それを構成するトラソジスタが ，

図２４のような構造をもっ ており ，やはり３つの電極をもっ ているが，ここでは

電気はソースとドレイソの間を流れるようにな っており ，ソースとドレイソの

問にある第３の電極，ゲートは半導体部分との問に絶縁層があって電流は流れ

ないようにな っている。そして，このゲートにかげる電圧を変えることによっ

て， ソースとドレイソの間を流れる電流を制御する仕組みになっている。この

ような仕組みのトランソスタは電界効果型トラソソスタ（Ｆ．ｅ１ｄ胱ｅｃｔＴｒａｎｓ．ｓｔｏｒ

通称ＦＥＴ），より具体的にはＭＯ　Ｓ型（絶縁ゲート型）の電界効果型トラソジス

タ（ＭＯＳ－ＦＥＴ）と呼ぱれるものであるが，この型のトラソシスタの特徴は，バ

イポーラ型に対比すれぱユニポーラ型（ｕｎｉｐｏ１ａｒ）といわれるべきもので，電流

はマイナスの性質をもっ た電子か，プラスの性質をもっ た正孔か，どちらか１

図２４１〉［Ｏ　Ｓ型（電界効果型）トランジスタ概念図

ソース ゲート ドレイン

０

．・： ●■
■■○■．■ 、’

刎 〃

Ｐ シリコン基板

　　　　　ｏ：シリコン酉麦ｆヒ膜 ・・・… 　電子

　　　　　７．ｐ型 ソリコノ　→電
ｉ充

　　　　　パ犯 型シリコン

（出所）同上論文，２４ぺ一ジの図より作成 。

（注）本図は，具体的には，エンハンスメント型 ｎ－ＭＯＳトラン

　ジスタの概念図である 。

　　　　　　　　　（２０１）
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つの作用によって彩成されるという点にある。このようなＭＯ　Ｓ型の電界効果

型トラソジスタから構成されるＭＯＳ型ＩＣの技術的な特性は，バイポーラ型

Ｉ　Ｃほど仕事の速度は速くたいが，構造がかんたんで，しかも電流の流れも少

いため，発勲量が小さく ，素子集積度を大きく上げることが可能になるという
　　　　１２）
ことである 。

　以上のようた２つの類型のうち，モノリシックＩ　Ｃとしてはじめに　般化し

たのは，いうまでもなく接合型トラソジスタにもとづくバイポーラ型ＩＣであ

った。しかし，それは，上にのべたように，そこでの素子集積度が高まるにし

たがって製作上の困難が増してくるという問題があ った。したがって，素子集

積度の高度化が求められるとともに，より高集積化のしやすいＩ　Ｃ技術の開発

が求められることになった 。

　この活路は，モノリシックＩＣのもう１つのタイプ，ＭＯＳ型ＩＣの開発に

よっ て拓かれることになるが，その構成要素としてのＭＯＳ型（絶縁ゲート型）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３）
の電界効果型トラソジスタが開発されたのは，１９６０年，アメリカ電話 ・電信会

杜（Ａｍｅｒｌｃａｎ　Ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　ａｎｄ　Ｔｅｌｅｇｒａｐｈ　Ｃｏ）の研究子会杜ベル電話研究所（Ｂｅｌｌ

ＴｅｌｅｐｈｏｎｅＬａｂｏｒａｔｏｒｙ）のカーソク（Ｋａｈｎｇ，Ｄ）とアタラ（Ａｔａ１１ａ，ＭＭ）の２
　　　　　　　　１４）
人によっ てであ った 。

　しかし，このＭＯ　Ｓ型トラソシスタは，理論的には，製造プ 厚セスの簡易さ ，

素子高集積化の可能性など，その利点はよく知られていたものの，肝心の絶縁

酸化膜の製作が不安定であることによるチャ ネル形成の不確定さなどの，製作

技術上の間題があり ，その実用化への道は停滞を余儀なくされていた。この問 ，

バイポーラ型Ｉ　Ｃが急速に般化しつつあったことも，ＭＯＳ型トラソシスタ

ないしＩ　Ｃの実用的展開を遅らせることになっていた 。

　しかし，その後，酸化膜の研究が進められ，その安定的な製作技術が得られ

るようになり ，１９６４年，テキサス ・イソスツルメソツ杜（ＴｅｘａｓＩｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ ，

Ｉｎｃ．），通称ＴＩ杜とゼネラノレ ・マイクロェレクトロニクス
杜（Ｇｅｎｅｒａ１Ｍｉｃｒｏ

－

ｅｌｅｃｔｒｏｎ・ｃｓ　Ｉｎｃ）の手によっ て， ＭＯＳ型トラソジスタの技術は，トラソシス

タそのものの段階をとび超えて，Ｉ　Ｃとして実用化の道を拓かれることにた っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０２）
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た。 そして，一たん実用化が始まると，ＭＯＳ型ＩＣは，先にのべたような利

点を背景にして急速な発展をみせ，１９６８年には，Ｔ　Ｉ杜からすでに１，４００素子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５）
を集積したＬ　Ｓ　Ｉが試作されることになった 。

　こうして，１９６０年末以降，とりわげ１９７０年代に入ってからは，Ｉ　Ｃは，この

ＭＯＳ型ＩＣの技術を軸にしなカミら，すでに◎でみたようなＬＳＩ ，そして超

Ｌ　Ｓ　Ｉへの道を歩み始めることになったわげである。ここで，１９７０年代以降に

おげる２つのタイプのＩ　Ｃの素子集積度の歩みを図示してみると，図２５のとお

りである 。

図２５　Ｌ　Ｓ　Ｉメモリー・ 論理回路（ゲート）集積度の推移（１９７２年～）
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（出所）谷口研二ほか「コンピュータ用超Ｌ　Ｓ　Ｉとその技術動向」『日立評論』第６５巻第８号 ，

　　１９８３年８月，７ぺ一ジ図１より作図 。
（注）略語説明　ＭＯＳ昌Ｍｅｔａ１Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ

　　　　　ＮＭＯＳ呂Ｎ　Ｃｈａｎｎｅｌ　ＭＯＳ

　　　　　ＣＭＯＳ昌Ｃｏｍｐ１ｅｍｅｎｔａｒｙ　ＭＯＳ

　　　　　　　　　　　　　（２０３）
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念のために一こと付言すれぱ，上のようにＭＯ　Ｓ型Ｉ　Ｃが素子高集積化の担

い手になったからとい って，もう１つのハイポーラ型Ｉ　Ｃでは，高集積化が進

まなかったというわげではないということである。レベノレのちがいはあるが ，

ここでも高集積化が展開してきていることは，図２５に示されているとおりであ

る。

　　９）中原紀ｒ　Ｉ　Ｃ教室』１９７４年，目本放送出版協会，第３章，垂井康夫ｒ　Ｉ　Ｃの話

　　　　　トラソジスタから超Ｌ　Ｓ　Ｉまで』１９８２年，目本放送出版協会，１２５～１３４べ一

　　　ジ，などを参照 。

　１０）ハイブリッドＩ　Ｃは，このような技術的制約性をもっ ているが，他方，高電

　　　圧，高耐圧，高周波，低雑音などの用途に向くすぐれた特性をもっ ており ，これ

　　　らの機能が求められる領域では現在でも一般に使われている（垂井康夫，上掲

　　　書，１２５～１３１ぺ一ジ）。

　　１１）以上，シリコソ ・プレーナ ・トラソジスタの技術については，城阪俊吉ｒエレ

　　　クトロニクスを中心とした年代別科学技術史』１９７８年，目刊工業新聞杜，２０８～

　　　２１１へ一ソ，ｒ目経ヱレクトロニクス ・フヅ クス　　ェレクトロニクス５０年史と２１

　　　世紀への展望』１９８０年１１月，目経マクロウヒル杜，２２８～２３５べ一ソ，垂井康夫 ，

　　　上掲書，９０～９４ぺ一ジ，などによる 。

　　１２）以上，モノリシックＩＣの２つの類型，パイポーラ型ＩＣおよびＭＯＳ型ＩＣ

　　　については，マイソトル（Ｍｅｍｄｌ，Ｊ　Ｄ）ｒマイクロニレクトロニクスの回路素

　　　子」ｒサイニソス』第７巻第１１号，１９７７年１１月，緒方健二ｒ絵でみるエレクトロ

　　　 ニクス読本』１９８３年，目刊工業新聞杜，１４～１７べ一ジ，などによる 。

　　１３）電界効果型トラソジスタの構想そのものは，シ ョックレイ（Ｓｈｏｃｋｌｅｙ，Ｗ
．Ｂ．）

　　　が第２次大戦後間もなく ，点接触型トラソジスタが発見される以前に抱いていた

　　　ものである 。．しかし，当時においては結晶技術および絶縁酸化膜の移成技術の未

　　　成熟のために，現実のものとたるには至らなかった（城阪俊吉，上掲書，１９２ ，

　　　１９９ぺ一ジ）。

　　１４）城阪俊吉，上掲書，２１０べ一ジ 。

　　１５）城阪俊吉，上掲書，２１１～２１２べ一ジ，『目経ユレクトロニクス ・プ ックス

　　　エレクトロニクス５０年史と２１世紀への展望』２３５～２３９ぺ一ジ 。

（２）　Ｉ　Ｂ皿システム３７０の導入と「第３．５世代」への移行

○　Ｉ　ＢＭシステム３７０の導入

以上のようにして，１９６０年代末以降，とりわげ１９７０年に入ってから，Ｉ　Ｃは

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０４）
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ＭＯＳ型ＩＣの技術を軸にしながら，ＬＳＩの段階に入っていくことになり ，

エレクトロニクスの世界は「Ｌ　Ｓ　Ｉの時代」を迎えることにな ったが，それが

コソピ ュータの新しい技術的基礎として使用されるようになるのは，１９７！～７２

年ごろからであ った。１９７１年から１９７２年に，ＩＢ１〉［杜は，１９６０年代後半の コソ

ピュータ世界を支配してきたシステム３６０の後継システムとしてシステム３７０

（３７０シリーズ）を世に出し始めたが（最初のモデルの発表は１９７０年７月），これが

Ｌ　Ｓ　Ｉを体系的に導入した，新しい コ：／ピ ュータの時代を開始させていくこと

になった 。

　このシステム３７０は，１９７０年７月，最初のモデル１５５と１６５が発表されてか

ら， １９７６年７月，最後のモデノレ１３８と１４８が発表されるまで，合計１１のモデル

を時系列的に順次展開していくことにな った。この問のシステム３７０の構成機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ６）
種の展開をみてみると ，表４７のとおりである（本稿（１），本誌，第３１巻第４号，３２～

３３ぺ一ジ図１もあわせて参照）。

　　　　　　　　　　表４７　Ｉ　ＢＭシステム３７０のモデル展開

モテル名１
発表年月 出荷年月 ｌＭ１・Ｓ １主記慮容量（ヒ／／）

主記憶素子
１５５ １９７０ ７． １９７１ ７． Ｏ． ５８ ２５６Ｋ～ ２Ｍ コ ア
１６５ １９７０

．

７． １９７２
．

１． ２．
Ｏ ５１２Ｋ～ ３Ｍ コ ア

１４５ １９７０
．

９． １９７２ ４． Ｏ． ３４

，
１１２Ｋ～５１２Ｋ バイポーラＩＣ

１３５ １９７１ ３． １９７２ ９． ■ ０． １６ 一 ９６Ｋ～２４０Ｋ バイポーラＩＣ
１９５ １９７１ ６． １９７１ ６． ４． ８ １Ｍ～ ４Ｍ コ ア

１５８ １９７２ ８． １９７３ ８． ０．
８ ５１２Ｋ～ ２Ｍ ＭＯＳ ・ＩＣ

１６８ １９７２ ８． １９７３ １２ ２． ２ ！Ｍ～ ４Ｍ １〉［ＯＳ ・ＩＣ

１２５ １９７２ １０ １９７３ ８． ０． ０８ ９６Ｋ～１２８Ｋ １ＭｌＯＳ ・Ｉ 　Ｃ

１１５ １９７３ ３． １９７４ ４． Ｏ． ０５ ６４Ｋ～９６Ｋ １ＭＯＳ ・ＩＣ

１３８ １９７６ ７． １９７７
．

２． Ｏ． ２１ ５１２Ｋ～ １Ｍ ＭＯＳ ・ＩＣ
１４８ １９７６ ７． １９７７ ４． Ｏ． ４７ １Ｍ～ ２Ｍ ＭＯＳ ・ＩＣ

　（出所）（株）モースト ・アンド ・モアｒＩＢＭ企業分析一１９８２年版』１９８２年，３４３～３４５ぺ一ジの表「ＩＢＭ／ＦＡＣＯＭ１

　　　／ＨＩＴＡＣ／ＭＥＬｃＯＭのハフォーマンスー覧」より作成
。

　（注）ＭＩＰＳは・Ｍ１１１１０ｎ　ｈｓｔｒｕｃｔ１ｏｎｓ　Ｐｅｒ　Ｓｅｃｏｎｄの略で，ＣＰＵ（中央処理装置）が１秒問に実行する命令個

　　数を１００万個を単位に表わしており ，ＣＰＵの処理能力を示す指標である 。

　こうして，先のシステム３６０の導入についで，システム３７０の導入において

も， Ｉ　ＢＭ杜はそれによっ てエレクトロニクス技術の新しい展開を体現する ，

コソピ ュータの新しい時代を拓くことにな った。しかし，先のシステム３６０の

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０５）
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導入が コソピ ュータの発展ブ ロセスにおいてもった意義や及ぽ一した衝撃の大き

さにくらべれば，システム３７０のそれは，相対的に小さなものにとどまっ た・

また，そうならざるをえない必然性があった 。

　まず第１に，技術的基礎としてのＬ　Ｓ　Ｉについていえば，その発展は・先

の， 単体としてのトラソジスタからＩ　Ｃへの発展に対比すれほ，Ｉ　Ｃそのもの

の素子集積度の高度化という漸進的な発展の延長上にあり ，一定の指標によっ

て（具体的には素子集積度がほぼ１，０００個以上のものといったように）事後的に確認さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７）
れるようた性格のものであったということである。したがって，それを技術的

基礎とした コソピ ュータの発展についても，そのような技術的基礎の新Ｌい展

開という点からみれほ，「第１世代」から「第２世代」へ， さらに「第２世代」

から「第３世代」へ， といった展開はどのトラスティックな性格をもちえたか

ったわけである 。

　さらに第２に，システムとしてみても，システム３６０からシステム３７０への

展開は，その先の，７０００シリーズや１４００シリーズからシステム３６０への展開と

は質の異なったものにならざるをえなかったということである・すでに５でく

わしくみたように，ンステム３６０の成皿は，相互に技術的互換性のないさまざ

まの機種から成る「第２世代」の製品構成を単一製品ライソの構想の下に一本

化し，各構成機種（モデル）を相互に互換性のあるファミリー・ マシソとして

まとめ上げるという，製品概念上の大変革を意味していた。したがって・シス

テム３６０は，それまでの「第２世代」の製品構成からの断絶の上に成り立って

いたし，またそれを敢えて断行した成果であ った。これに対して・システム

３７０は，こうして単一製品ライソ構想の下にまとめ上げられたシステム３６０の

後継 ンステムであり ，すでに世界の コソピ ュータ市場を大きく支配しているフ

ァミリー・ マンソとしてのンステム３６０の成果を再度否定するのではない限り ・

それはシステム３６０からのシステムとしての連続性，漸進的展開を運命づげら

れていた。具体的に，それは，システム３６０の，モデル４４，６７を除く全モデル

とソフトウェ アを書き換えなしで使用できるようにたっていたし，また，シス

テム３６０で使われているほとんどの周辺装置を同時にシステム３７０に接続でき

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０６）



　　　　　　　　　　　　　Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（７）（坂本）　　　　　　　　　　　　　４７

るようにたっていた。こうして，システムの展開史上，システム３６０と３７０の

おかれた歴史的な位置は大きく異な っており ，：■ステム３７０はすでにンステム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ８）
３６０ほどの画期性をもちえないものとなっていたわげである 。１９７３年，テレッ

クス（Ｔｅ１ｅｘ）／Ｉ　ＢＭ反トラスト法訴訟の審理過程で公開されたＩ　ＢＭ杜内部

資料に含まれる ，：■ステム３７０（モデル１５５，１６５）発表直前の議事録によれば，

Ｉ　ＢＭ杜自身，来たるべき新しいノステムが「進化論的則進であ って，革命的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ９）
ではない（Ｅｖｏ１ｕｔｉｏｎ．Ｎｏ　Ｒｅｖｏ１ｕｔｉｏｎ．）」と認識していた

。

　ところで，ンステム３７０の場合，さらにその発表のされ方そのものがその意

義や影響を減殺するところがあった。先の表４７に示されているように，システ

ム３７０の場合，まずそれを構成する機種（モテノレ）の発表が，ンステム３６０の

場合のように最初の発表で基本的な構成が体系的に示されるようたかたちをと

らず，時系列的に順次展開されていくことにな った。したがって，それは，少

くとも第１弾（モテル１５５，１６５）の発表当初においては，全体系を最初から提示

することにな ったシステム３６０にくらべて，いささか迫力を欠くことにならざ

るをえなかった 。

　しかし，この点でより重要な間題は，発表されたものの内容である。のちに

もふれるように，結果としてみて，このシステム３７０の画期的な特徴の１つは ，

新しい技術的基礎としてのＬＳＩを，これまでの代表的な電子回賂デバイスの

ように論理素子としてだげ使用するのではなく ，記憶素子（ただし主記憶素子）

としても使用するようにたり ，そのような意味で体系的にＬ　Ｓ　Ｉを導入するよ

うになったということである。ところで，先の表４７にも示されているように ，

システム３７０の第１弾として１９７０年７月に発表されたモテノレ１５５およぴ１６５の

２機種では，主記憶素子としては旧来どおりコ ァ・ メモリーが使用されており ，

第２弾のモデノレ１４５と１３５からはようやく半導体メモリーとしてバイポーラ型

Ｉ　Ｃメモリーが使用されるようになるが，本命としてのＭＯ　Ｓ型Ｉ　Ｃ（Ｌ　Ｓ　Ｉ）

メモリーが導入されることになるのは，ようやく第３弾として登場するモデ ノレ

１５８と１６８においてであ った。したが って，このようたシステム３７０展開の具

体的た経過は，結果としてもっ た技術的基礎についての画期的な展開の意義と

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０７）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０）
影響を減殺することにならざるをえなかったわけである 。

　ところで，これまでにたどっ てきた，１９５１年ＵＮＩＶＡＣ１．１９５３年Ｉ　ＢＭ

７０１の導入に一始まるコソピ ュータのｒ世代」交替の歴史をみてみると，この

１９７０年 ンステム３７０の導入は，コソピ ュータの「第４世代」を拓くものとして

期待される根拠があ った。すなわち，１９５１年ＵＮＩＶＡＣ１：ｒ第１世代」の開

始一→１９５８年ＵＮＩＶＡＣ　Ｓｏｌ１ｄ　Ｓｔａｔｅ８０＝「第２世代」への移行　　１９６４年Ｉ

ＢＭシステム３６０＝「第３世代」への移行，という歴史を念頭におげば，コソ

ピュータはそれまではほ６～７年周期で「世代」交替をすすめてきたことがわ

かるのであり ，このような周期からすれぱ，当然，１９７０年代初頭に予定される

Ｉ　ＢＭシステム３７０にはｒ第４世代」のパイオニァとしての役割が期待される

　　　　　　　　　　　　　　　　２１）
ことにたっていたということである 。

　実際に，１９７０年から登場することにな ったシステム３７０は，たしかに電子回

路テバイスの新しい発展段階を示すＬＳ　Ｉをその技術的基礎とする，コソピ ュ

ータの新しい時代を拓くことにな った。しかし，他方では，そのような新しい

技術的基礎そのものの基本的な性格も含めて，システム３７０が実際に コソピ ュ

ータの発展史上においてもっ た意義や影響は，上にのべたような理由で，それ

までの「世代」交替の担い手とたったシステムのそれにくらべれぱ，相対的に

小さなものにとどまらざるをえたいところがあった。　般に，ンステム３７０に

始まるコソピ ュータの新しい時代は，すでにのべたように，「第４世代」とは

呼ほれずに「第３．５世代」と呼ぼれてきているが，それは，以上のような事情
　　　　　　　　　　　２２）
を反映してのことである 。

１６）　
Ｉ　ＢＭシステム３７０の展開については，ｒ　Ｉ　ＢＭシステム３７０発表の波紋」ｒコ

　ソピュートピァ』１９７０年９月号，２～５べ一ジ，ｒ　Ｉ　ＢＭ３７０／１４５は市場を席捲す

　るか？」『コソピュートピア』１９７１年１月号，３０～３２ぺ一ジ，「フル ・ライソで始

　まっ た３７０のリプレース　　Ｉ　ＢＭ３５世代作戦のポイソトをみる」ｒコソピュー

　トピア』１９７３年１月号，１６～２０へ一ソ，北正満ｒ　Ｉ　ＢＭの挑戦　　コソピュータ

　帝国Ｉ　ＢＭの内幕』共立出版，１９７８年，第４章，情報産業研究会監修『Ｉ　ＢＭ ・

　１９７０年代の総括』１９８０年，（株）モースト ・アソド ・モア，第３章Ｉ ，皿 ，３９１～

　３９４べ一ソ，Ｆ１ｓｈｅｒ，ＦＭ ，Ｍｃｋ１ｅ，ＪＷ ，ａｎｄＭａｎｃ
ｋｅ，ＲＢ ・１Ｂ” ｏ”伽

　　　　　　　　　　　　　　　（２０８）



　　　　　　　　　　　　 Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（７）（坂本）　　　　　　　　　　　　４９

　　ひユ刀ｏ加丹ｏ０６ｓｓ加ｇ〃伽ｓ卿ｊＡ〃Ｅ６０〃ｏ〃６”ｓわげ，１９８３，Ｃｈａｐ．１３，など
　　を参照。また，システム３７０導入をめぐる経過については，目本電子計算機株式

　　会杜ｒＩＢＭの企業戦略一テレックス／ＩＢｌＭ１裁判公開文書の分析（第１分
　　冊）』１９７４年，第１～４章，同ｒ　Ｉ　ＢＭのマーケティソグ戦略と組織体制づく

　　り　　 テレヅ クス／Ｉ　ＢｌＶ［裁判公開文書の分析（第２分冊）』１９７４年，第３章，
　　にくわしい 。

１７）本章（１）の説明を参照
。

１８）　 目本電子計算機株式会杜『Ｉ　ＢＭの企業戦略』７８～８０べ一ジ，「Ｉ　ＢＭシステ

　　ム３７０発表の波紋」『コソピュートピア』１９７０年９月号，２～３べ一ジ 。
１９）　 目本電子計算機株式会杜『Ｉ　ＢＭの企業戦略』６３べ一ソ

。

２０）　このように，システム３７０の最初の２機種が本来構想された革新的な技術的内

　容を盛り込まぬままに発表されることになったのは，一方ではＩＣ技術，とりわ
　けＩ　Ｃメモリーの開発が予定より大幅に立ち遅れることに一なっていたことと，他

　方では，１９６０年代末になってすでに成熟期に入りつつあ ったシステム３６０をめぐ
　る競争が厳しくなり ，革新的な後継システムの発表が急がれることになってきて

　いた，という事清によるものであ った。この結果，システム３７０のモデル１５５と
　１６５は，「ともかく ，何か新機種が必要であったという時点でのセールス ・イソセ

　ソティブといった色彩の濃い “囮り機種
’’

だっ た」と評されることにもな った 。
　以上の点についてくわしくは，目本電予計算機株式会杜『Ｉ　ＢＭのマーケティ：／

　グ戦略と組織体制づくり』第３章，北正満，上掲書，第４章，などを参照。上の
　引用部分は，情報産業研究会監修，上掲書，１４９べ一ジ 。
２１）　 目本電子計算機株式会杜ｒ　Ｉ　ＢＭの企業戦略』８９～９０ぺ一ジ

。

２２）　同上書，８７～８８ぺ一ジ
。

　　　Ｉ　ＢＭシステム３７０の特徴

　以上のように・結果として「第３．５世代」の コンピ ュータと位置づげられる

ことになったように・システム３７０が コソピ ュータ発展史上にもっ た思義や彩

響は・先のシステム３６０のそれにくらべて相対的に小さなものにとどまらざる

をえなかった・しかし・それはあくまでも，先のソステム３６０のもっ た意義と

影響の革命的な大きさに対比してのことであ って，それはやはりそれとして ，

システム３６０に対比していくつかの画期的な特徴と意義をもつものであ った 。

　この点で・まず第１に確認しておかなげれはならたいのは，基本的な機能の

大幅な向上である 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０９）
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　まず図２６はンステム３６０とンステム　　図２６システム３６０と３７０のＣＰＵ（中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　央処理装置）パフォーマソス比較
３７０の機種間のＣ　ＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓ－

ｓｉ、。。、此中央処理装置）バフオーマソ
　・・・…一五Ｌ→・…１・・

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３７０／１３５

わち，３７０／１４５は３６０／４０の４．３倍 ，

３７０／１５５は３６０／５０の３．５倍，３７０／１６５
　（システム３６０）一一→（システム３７０）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出所）　目本電子計算機株式会杜「Ｉ　ＢＭの企業戦
は３６０／６５の２．Ｏ倍，のバフォーマソ　　　　略　 テレソ クス／Ｉ　ＢＭ裁判公開文書の分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　析（第１分冊）』１９７４年，７４ぺ一ジ図２－１およ

スをもつことにたっている。　　　　　　　 び１０１ぺ・ジ表２・ユＯより作成。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）機種間の→上の数字は内部処理パフオーマン

　さらにレソタノレ 料１ド ノレ あたりの 　　 スの倍数を示す 。

Ｃ　ＰＵバフォーマソスの「世代」問相対比較の中でンステム３７０の位置を示し

てみると，図２７のとおりである。これによれぱ，ここで ：■ステム３７０を代表さ

せた３７０／１３５は「第３世代」の３６０／３０の１．８倍，「第１世代」の６５０に対して

は８４．９倍の１ド ノレあたりパフォーマソスをもつことになっている 。

　また，図２８は同じようにレソタノレ料１トノレあたりの主記憶容量の「世代」問

相対比較を示したものである。これによれぱ，ここでシステム３７０を代表させ

た３７０／１６８は「第３世代」の３６０／７５の実に７倍，「第１世代」の７０１に対しては

４３．５倍の１ド ノレあたり主記憶容量をもつことになっている。これは，すでにふ

れたように，システム３７０では，とくに３７０／１５８，１６８からＭＯＳ型Ｉｃメモ

リーが採用されるようになったことの端的な緒果であ った 。

　以上のようたいくつかの指標に示されているように，システム３７０は・シス

テム３６０に対比して，基本的な機能の大幅な二向上を実現するものであ った 。

　　しかし，システム３７０は，さらにそれと同時に，構造的，機能的にいくつか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２１０）



　　　　　　Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（７）（坂本）

図２７　レソタル料１ドルあたりＣＰＵパフォーマソス

　　の「世代」間相対比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　３７０／ユ３５

　　　　　　　　　　　　　　　　　８４
’９

１９５２年　　　 １９５８年　　　 １９６４年　　　 ユ９７０年

（出所）水口修嗣監修ｒ　Ｉ　ＢＭ企業分割への告発と反駁‘Ｉ　Ｂ　Ｍ／

　　司法省の独禁訴訟事件公判前摘要書一』ユ９８０年，（株）モース

　　ト ・アンド ・モア，１８０ぺ一ジ図１。
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の画期的な特徴をもつものであ った 。

　そのまず第１は，すでにふれたように，新しい技術的基礎としてのＬＳＩが ，

それまでの代表的な電子回路デバイスのように論理素子としてだけではたく ，

主記憶素子としても使用されるようになり ，そのような意味で体系的にＬ　Ｓ　Ｉ

が導入されるようにな ったということである 。システム３６０では，すでにみた

ように論理素子としてはＩ　Ｃ　　ただし，まだモノリ ：■ソクＩ　Ｃではなくハイ

フリソトＩ　Ｃ　　が使用されるようにな っていたが，主記憶素子としてはまだ

コア ．メモリーが使用されていた。システム３７０の段階になり ，電子回路デバ

イスとしてのＩ　ＣもＬ　Ｓ　Ｉの段階を迎えることにたるに至って，はじめてＩ　Ｃ

が論理素子としてだけではなく ，主記’慮素子としても使用されるようになり ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３）
Ｉ　Ｃが体系的に コソピ ュータの技術的基礎となることにな ったわけである。た

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２１１）
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図２８　 レンタル料１トルあたり主記憶容量の「世代」問

　　相対比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３７０／１６８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４３
．５

３６０／７５

６．２

７０１

ユ

７０９０

２． ２

第１世代

・〃似

第２世代 第３世代　　　第３ ．５世代

　　　　　　１９５２年　　　　ユ９５８年　　　　１９６４年　　　　１９７０年

　　　　　　（出所）同上書，ユ８１ぺ一ジ図３ 。

だ， システム３７０でも，このような主記憶素子としてＩ　Ｃメモリーが導入され

るのは最初のモデルからではなく ，まず第２弾のモデノレ１４５と１３５ではじめて

バイポーラ型Ｉ　Ｃが使用されることになり ，本命のＭＯＳ型ＩＣメモリーが使

用されることになるのがようやく第３弾のモデノレ１５８と１６８からであったこと

は， 先に◎でのべたとおりである 。

　システム３７０がもった第２の画期的な特徴は，いわゆるバーチ ュアノレ ．スト

レーシ ・システム（Ｖ
・ｒｔｕａｌ　Ｓｔｏｒａｇｅ　Ｓｙｓｔｅｍ），通称，仮想記憶 ンステムがファミ

リー・ マシソ全体に統一的に装備されることにたったことである 。

　ところで，バーチ ュァル ・ストレージ ・システムとは何か。それは，主記憶

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２１２）



　　　　　　　　　　　　　Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（７）（坂本）　　　　　　　　　　　　５３

装置にあるプ ログラムの一部を一時的に外部記憶装置に移し，必要に応じて主

記憶装置へ再び口乎びもどして処理できるようにするシステムであり ，これによ

って外部記憶装置カ事実上の（Ｖ・ｒｔｕａ１）主記憶装置として働くようにするもの

である 。

　状況をもう少し具体的にのべると，まずはじめにプ ログラムは コソピ ュ＿タ

本体の主記憶装置に貯えられている。しかし，この主記憶装置の記憶容量には

自ら限度がある。とくに コソピ ュータがマノレチプ ログラミソグを行うようにな
り， 同時並行的にいろいろなプ ログラムやデータを処理したげれぱならなくた

ると，主記憶装置の容量が足りなくたる。そこで，特定のソフトウニ アを使 っ

て， あるプ ログラムの一部を一時的に外部記憶装置，すなわちバーチ ュァル ・

メモリー（Ｖｉｒｔｕａ１Ｍｌｅｍｏｒｙ）へ移し，それが処理される順番がきたら再び主記憶

装置に呼びもどされることになる。こうして，特定のソフトウェ アによっ て主

記憶装置と外記憶装置の間でブ ログラムのやりとりが自由に行われるようにな

ることによっ て（デマソド ・ぺ一ジソグないしプ ログラム ・スワッ ピソグといわれる） ，

主記憶装置の容量が実質的に拡張されることになるのであり ，これがハーチ ュ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２４）
アノレ ・ストレージ ・システムと呼ばれるものである 。

　Ｉ　ＢＭ杜は，１９７２年８月，システム３７０の第３弾，モデノレ１５８と１６８をこの

ようたバーチ ュアノレ ・ストレージ ・システムを備えた コソピ ュータとして発表

すると同時に，このバーチ ュァル ・ストレーシ ・１■ステムをそれまでに発表さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５）
れている各モテノレにも追加することを発表した 。

　ところで，このバーチ ュアル ・ストレージ ・システムそのものは，決してシ

ステム３７０が最初のものではたかった。その概念は，すでに１９６０年代はじ。めに

イギリス ・マンチ ェスター大学が製作した（１９６２年），当時世界最強の コソピ ュ

ータ ，アトラス（Ａｔ１ａｓ）で，いわゆるべ 一ジソグ（ｐａｇｉｎｇ）の技法が採用され

たことに始まり ，アメリカでは，１９６３年にバローズ杜がＢ５０００にこの概念を応

用していた。その後，コソピ ュータ各杜ともこの概念をいくつかの機種に導入

してきており ，Ｉ　ＢＭ杜も，すでにシステム３６０の段階で，モデノレ４０と６７に試

　　　　　　　　　　　　　　　２６）
験的にこの概念を採用してきていた 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（２１３）
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　システム３７０がこのバーチ ュアノレ ・ストレージ ・システムの歴史においてもっ

た意義は，ここではじめてバーチ ュアル ・ストレーシ ・ソステムがファミリー・

マシソの体系全体に，全面的 ・統一的に導入されることになったということで

ある。それまでこのシステムを採用してきた コソピ ュータは，どのメーカーの

ものも主として科学技術計算を志向したタイムシ ェアリング ・システムの コソ

ピュータであった。これに対して，システム３７０はシリーズ全体にバーチ ュア

ノレ ・ストレーシ ・ンステムを採用したのであり ，これによっ て　般 ヒシネス用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２７）
にもそれを容易に，また経済的に利用できる道を拓くことにたったわけである 。

　システム３７０がもった第３の画期的た特徴は，いわゆるマノレチプ ロセシン

グ・ システム（Ｍｕｌｔ・ｐｒｏｃｅｓｓｍｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）がファミリー・ マンソの中心に本格的

に導入されるようになったことである 。

　ところで，マノレチプ 回セシソグ ・システムとは，２台以上のＣ　ＰＵが主記憶

装置を共用し，１個のオペレーティソグ ・システムで管理されるシステムのこ

とである。この場合重要な特徴は，これと類似したシステムであるデ ュプレッ

クス ．システムや ロートンェ ア・ システムの場合には２個またはそれ以上のオ

ペレーティソグ ・システムで管理されているのに対して，１個のオペレーティ

ング ・システムで管理されていることである（もちろん，ユーザーは必要であれぱ

それを２つのシステムとして切り離して運用することが可能である。また，一方の装置

に故障が発生すると，オペレーティング ・システムが自動的に故障装置を識別して切り

離し，新しくンステムを構成するように次っているので，ンステム ・ダウソに陥る危険
　　　　　　　２８）
は大幅に少くなる）。

　Ｉ　ＢＭ杜は，１９７３年２月，このようなマノレチプ ロセシソグ ・システムをそな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２９）
えた機種として，モテノレ１５８ＭＰと１６８ＭＰの２機種を発表した 。

　このマノレチプ ロセシソグ ・システムについても，それ自体は決してシステム

３７０が最初のものではなかった。その概念は，すでに１９６０年代はじめにスペ

リー・ ラソド杜のＵＮＩＶＡＣ ・ＬＡＲＣで考慮されており ，さらに１９６３年にはバ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０）
ローズ杜のＢ５０００がそれを実現していた。Ｉ　ＢＭ杜も，すでにシステム３６０の

段階で，モテル６５にこのンステムを導入し，１９６８年モテル６５ＭＰを発表，１９６９

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２１４）
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　　　　　　　３ユ）
年出荷していた。ちなみに，１９６０年代後半におげるこのようなマルチブ ロセシ

ソグ ・システムの設置状況（ただしアメリヵ国内のみ）をみてみると，表４８のと

おりであ った。この表に示されているように，１９７０年の時点ですでに合計９４の

システムがアメリカ国内で設置されていた（ただし，この表の数字には，厳密た意

味でのマノレチプ ロセシソグ ・システム 以外に，類似のデ ュプレックス ・システムなどが

合まれている可能性がある）。　しかし，このうち，Ｉ　ＢＭ杜のシステムの占める

比率は，モデノレ６５ＭＰの導入によっ て急速に上昇してきていたが，１９７０年にば
　　　　　　　　　　　　　　　　　３２）
まだ３８．３％を占めるにとどまっ ていた 。

表４８　１９６０年代後半におげるマルチプ ロセシング ・システム
　　の設置状況（アメリカ国内のみ）

システム 名

ＩＢ１〉［システム

３６０／６５ＭＰ

３６０／６７Ｄｕｐ１ｅｘ

　　Ｉ　ＢＭ合計

１９６５

Ｉ　ＢＭ以外のツステム
Ｂｕｒｒｏｕｇｈｓ　５５００／５７００　　　　１

　　　　　６５００／６７００　　－

Ｕｎｉｖａｃ　　１１０８　　　　　　＿

ＣＤＣ６５００／Ｍｏｄ．７３　　　＿

　　６７００／Ｍｏｄ．７４　　　　　　－

ＧＥ　６３５　　　　　　　　　＿

そ　　の　　他　　　　　　一

　Ｉ　ＢＭ以外合計　　　　　１

Ｉ　ＢＭの比率　（％）

１９６６

３

１

４

１９６７　　　　　１９６８　　　　　　１９６９

２

２

８

２

２

２

２

１６

１２．５

３

３

１８

３

５

２

３

３１

１５

４

１９

２０

４

６

５

１９

５４

１９７０

２９

７

３６

２４

４

９

１１

２

８

３６

９４

９， ７　　　　　３５，２　　　　　３８ ．３

（出所）　日本電子計算機株式会杜ｒＩＢＭの企業戦略』１３６ぺ一ジ表３－５より作成 。

　以上のようなマノレチプ ロセシ：／グ ．システムの初期段階に対して，システム

３７０におげるマノレチプ ロセシング ．システムの導入の特徴は，モデル１５８，１６８

という ，すでにみてきたようにＭＯＳ型ＬＳＩの採用やバーチ ュァル ・ストレ

ージ ・システムの装備とい った，真にシステム３７０の画期的な特徴を体現する

モデルにそれが導入されるようになったということである。すなわち，システ

ム３７０においては，マノレチブ ロセシソグ ・システムが，それまでのように散発

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２１５）
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的に導入されるのではたく ，まさにファミリー・ プンソの中核機種に本格的に

導入されることになったわげである。それまではこのシステムが利用されるの

は特殊な場合に限られていたが，モデノレ１５８ＭＰ，１６８ＭＰの導入によっ て，

マルチプ 厚セシソク ・システムは，それまでの段階とはちがった，　般性をも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３３）
ったものとして採用されていく道が拓かれることにたった 。

　システム３７０は，結果として「第３５世代」の コンピュータと位置づげられ

ることになったように，コソピ ュータ発展史上にもっ た意義や影響は，先のシ

ステム３６０のそれにくらべて相対的に小さなものにとどまらざるをえたかった。

しかし，それはそれとしてシステム３６０に対比していくつかの画期的た特徴と

意義をもつものであ った。すたわち，それは，基本的な機能の犬幅な向上を実

現するものであったと同時に，さらに構造的 ・機能的た側面からみて，以上で

みてきたように，技術的基礎としてのＬ　Ｓ　Ｉ ，とりわげＭＯ　Ｓ型Ｌ　Ｓ　Ｉの採用 ，

バーチ ュアノレ ・ストレージ ・システムおよびマルチブ ロセシソグ ・システムの

導入などの点で，システム３６０に対比して，やはり画期的な特徴と意義をもつ

ものであったわげである 。

２３）石井治「ＶＬ　Ｓ　Ｉへの道」『コソピュートピア』１９８３年５月号，７５～７６べ一

　ジ 。
２４）　「Ｉ　ＢＭバーチ ュアル ・ストレージの意味するもの」『コソピュートピア』１９７２

　年１０月号，７７～７８ぺ一ソ，元岡達編ｒコソピュータの事典』１９８３年，朝倉書店 ，

　１２４～１２７ぺ一ジ 。

２５）ＭｃＬａｕｇｈｌｍ　Ｒ　Ａ ，ＩＢＭ’ｓ　Ｖ１ｒｔｕａ１Ｍｅｍｏｒｙ３７０ｓ，１）肋舳肋〃，Ｓｅｐｔｅｍ七ｅｒ

　１９７２，ＰＰ．５８～６１，「Ｉ　ＢＭバーチ ュァル ・ストレージの意味するもの」『コソピ

　ュートピア』１９７２年１０月号，７７～８０ぺ一ジ 。

２６）　目本電子計算機株式会杜『Ｉ　ＢＭの企業戦略』６９，１３６～１４２べ一ソ，北正満

　『Ｉ　ＢＭの挑戦』６５ぺ一ジ，『目経エレクトロニクス ・ブ ヅク　　エレクトロニク

　ス５０年史と２１世紀への展望』第７章，２７７～２７８ぺ一ジ 。

２７）　Ｋｕｒｔｚ，Ｊ　Ｆ　 ａｎｄ　Ｃｕｏｚｚｏ，Ｄ　Ｅ ，Ｈｏｗ　ｔｏ　ｇｅｔ　Ｒｅａ１Ｂｅｎｅｉｔｓ　ｆｒｏｍ　Ｖ
１ｒｔｕａｌ

　Ｓｔｏｒａｇｅ
，．
Ｄｏね刎ｏ肋〃，Ｆｅｂｒｕａｒｙ１９７３，ｐｐ４８～５２，Ｂｅｒｇｓｔｒｅｓｓｅｒ，ＲＶ ，Ｖ

１ｒｔｕａ１

　Ｓｔｏ蝸ｇｅＯｐｅｒａｔ１ｏｎル加閉肋ｏ犯，Ｆｅｂｒｕａｒｙ，１９７３，ＰＰ５５～５７，「ＩＢ１〉［バーチ
ュ

　アル ・ストレージの意味するもの」『コソピュートピア』１９７２年１０月号，７９～８０

　ぺ一ジ，日本電子計算機株式会杜『Ｉ　ＢＭの企業戦略』２２１～２２８ぺ一ジ 。
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２８）　目本電子計算機株式会杜ｒ　Ｉ　ＢＭの企業戦略』１９８ぺ一ジ，元岡達編，上掲書 ，

　１４６～１４７ぺ一ジ
。

２９）情報産業研究会監修，上掲書，３９１～３９４ぺ一ジの年表を参照 。

３０）元岡達編，上掲書，１０６べ一ジの表１ ・２ ・１ ．

３１）　日本電子計算機株式会杜『Ｉ　ＢＭの企業戦略』２０２～２０５べ一ジ
。

３２）　同上書，１２９～１３６ぺ一ジ
。

３３）　Ｆｒｅｅｍａｎ，ＤＮ ，ＩＢＭ　ａｎｄ　Ｍｕｌｔ１ｐｒｏｃｅｓｓｍｇ，刀ｏ加刎ｏ肋犯，Ｍａｒｃｈ１９７６ ，

　ｐｐ．９２～１０９ ．

　　　３０３Ｘシリーズの導入とその意義

　Ｉ　ＢＭ杜は，すでにみたように１９７６年７月，システム３７０の展開としてモデ

ル１４５，１３５の後継機種モテル１４８，１３８を発表したが，このあと１９７７年になる

と， ３月，さらにモデノレ１６８の上に位置する大型機種の新モテ ノレを発表した 。

この新しい大型機種は，これまでの展開からすれば当然モデノレ１７８と名付げら

れるべきものであったが，実際にはシステム３７０の展開のかたちをとらず，

３０３３という呼称の新モテルとして発表された。そして，同年１０月には，さらに

モテ ノレユ５８，１６８の後継機種の内実をもっ た新モテルが３０３１．３０３２として発表さ

れ， システム３７０の大型機種が３０３Ｘシリーズという別のシリーズとして新展

開されることにたった 。

　ところで，内実はシステム３７０の展開にすぎないものがこのように別の新し

いシリーズとして設定されなげれぽならたかったのは，た畦か 。

　このような機種展開の背景として，まず第１にあったのは，１９７０年代も後半

になると，１９７０年に発表されたンステム３７０がそろそろ成熟期を迎えつつあり ，

先にシステム３７０の導入についてみたようにこれまでの「世代」交替の周期か

らすれぱ，さらに新しい「世代」の後継システムの出現が期待される時期が到

来してきていたという事情である。しかも，先のシステム３７０の拓いた「世

代」が，「第４世代」であることを期待されながら，「第３５世代」という中

途半端たものにとどまっ ていたことを考えると，つぎに登場する新システムは

まさに真の「第４世代」を拓くものでなげればならなかった 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２１７）



５８　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻 ・第２号）

　しかＬ，１９７０年代後半に入っても ，Ｉ　ＢＭ杜の製品開発は実際にまだこのよ

うた新「世代」を拓きうるような画期的た新システムを発表できるところまで

到達していたかった。結果的にいえほ，それは１９７９年に発表されることにたる ，

超ＬＳＩ装備の４３００シリーズを待たねぱたらたかった。このような状況の下で ，

Ｉ　ＢＭ杜は１９７７年，システム３７０の，モテノレ１６８の上を行く新大型機種および ，

発表後すでに４年を経過してモテル ・チ ェソシの時期を迎えていたモテノレ１６８

と１５８の後継機種の発表に際して，それらをシステム３７０の機種展開としてで

はなく ，３０３Ｘシリースという新 ：ンリースのかたちで発表し，来るべきｒ第４

世代」システムヘのいわは継ぎシステムとしたわけである 。

　このよう在機種展開の背景としてもう１つあったのは，１９７５年アムタール杜

（ＡｍｄａｈｌＣｏｒｐｏｒａｔｍ）の登場に始まっ た， Ｉ　ＢＭ機に対するいわゆるプラグ ・コ

ンバティ ブルＣ 　Ｐ　Ｕメーカー（Ｐ１ｕｇ－ｃｏｍｐａｔ１ｂ１ｅ　Ｃｅｎｔｒａ１Ｐｒｏｃｅｓｓｍｇ　Ｕｎ１ｔ　Ｍａｋｅｒ）

の急進出に対して，Ｉ　ＢＭ杜は何らかの対抗措置をとらなげれぱならない状況

におかれていたということである。このプラグ ・コソバティ ブルＣＰＵメーカ

ーの登場と発展については，のちに（４）で１９７０年代の市場構造を説明する際にく

わしくふれるが，それは一ことでいえほ，プラクの差し替えだげで，周辺装置

やソフトウェ アはそのまま使いたがらＩ　ＢＭ杜製のＣ　ＰＵ（中央処理装置）を代

替できるような独自のＣ　ＰＵを製造する企業であ った 。

　このようなプラグ ・コソバティブノレＣ　ＰＵメーカーの台頭に対して，Ｉ　ＢＭ

杜がとるべきもっとも有効た対抗措置は，コソバティブルの対象とたっている

既存のシステムから技術的に大きく飛躍した革新的なシステムを導入すること

であった。これができるならぱ，プラグ ・コソバティブルＣＰＵメーカーは ，

新たな コソパティブル機の開発を迫られることになり ，新たな開発の負担を強

いられることになるからである 。

　しかし，先にのべたように，当時まだそのようた革新的なシステム，具体的

には「第４世代」用のンステムを発表しうるところまでは到達していなかった 。

そこで，Ｉ　ＢＭ杜はブラグ ・コソバティフノレＣ　ＰＵメーカーに対して，当面主

として価格切り下げで対抗せざるをえなかったのであるが，この場合にも，既

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２１８）



Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（７〕（坂本） ５９

存のシステム３７０の展開の線上で新モデルにこれまで試みたことのないような

価格切り下げを行うことはできなかった。そこでＩ　ＢＭ杜は，このようた，プ

ラグ ・コソパティブ ノレ ＣＰＵメーカーに対抗するための，新モデルに対する価

格切り下げ措置をとるためにも，内実的にはシステム３７０の展開線上の新モデ

ノレを別の新しいシリーズとして設定することになったわげである 。

　実際に，！９７７年３月発表された３０３３は，既存 ：■ステム３７０の最上位機種モテ

ル１６８－３型の１．６～１．８倍の内部処理能力をもっ ていたが，価格の方は，表４９に

示されているように逆に約４０劣安くたっていた。これまでこのようた新上位機

種を発表する場合，たとえは価格は２０劣上がるが，能力の方は倍増していると

いうことでユーザーの上位機種志向を引き出すのを常奪手段としてきたＩ　ＢＭ

杜としては，このような３０３３の価格戦略は，実に異例のことであ った 。

表４９３０３３とシステム３７０／１６８－３の価格比較

　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 ：ドル）

システム名　　　レソタル

３０３３

１６８－３

７７．４３０

１２９，９０４

リ　　　ス

７０．４００

１１８，１４４

買い取り

３， ３８０，ＯＯ０

４， ３００，０００

（出所）情報産業研究会監修ｒＩＢＭ ・１９７０年代の総括』１９８０年，（株）モース

　　ト ・アンド ・モア，１８０ぺ一ジ表３－１１。

（注）　４Ｍビット ・メモリーに２台のコンソー ル， １２チャンネル，ＥＦつき

　のもの 。

　しかし，このような異例の価格戦略にもかかわらず，目標としたプラグ ・コ

ソバティ ブノレ Ｃ　Ｐ　Ｕメーカーの押え込みがかたらずしも成功しなかったことは ，
　　　　　　　　　　　　　３４）
のちに（４）でみるとおりである 。

　３４）　以上，３０３Ｘシリーズでの導入とその意義については，Ｐａｎｔａｇｅｓ，Ａ・ａｎｄ

　　　Ｃａｓｈｍａｎ，ＭＷ ，ＴｈｅＩＢＭＳｙｓｔｅｍ／３７０ ・Ｍｏｄｅ１３０３３，刀肋舳肋〃，Ｍａｙ１９７７ ，

　　　ｐｐ．２３５～２３７，　Ｌｅｃｈｔ，　Ｃｈ．　Ｐ ．，　丁加　凧ｏひｇｓ　ゲＣみｏ犯ｇ８＿Ａ　ｒ２０乃〃ｏ＿Ｅ６０れｏ刎加

　　　ル吻
ｓ｛ｓ ゲ伽Ｄ肋”００２ｓｓ加ｇ１”〃ｓ卿， １９７７

，ＰＰ
．１０６～１０９ ：輿寛次郎訳ｒ８０

　　　年代の コソピュータ産業』１９７８年，企画セソター １３２～１３６べ一ジ，Ｆｉｓｈｅｒ，

　　　Ｍｃｋｉｅ　ａｎｄ　Ｍａｎｃｋｅ，功．６〃 ．， ＰＰ．４４２～４４３，清報産業研究会監修，上掲書，第

　　　３章１Ｖ，による 。

（２１９）



６０　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻 ・第２号）

　（３）　Ｉ　Ｂ皿システム３の導入と超小型コンピ ュータ市場への進出

　¢　超小型コンピ ュータ（ミニ ・コンピュータ）市場の形成

　以上（２）でのべたのは，いうまでもなくこれまでの伝統的な コソピ ュータ市場，

いわゆる汎用 コソピ ュータ市場におげるＩ　ＢＭ杜の，１９７０年代に入ってからの

事業展開とその意義についてであるが，すでに５の〔１〕の（２）・＠「『第３世代』

の市場構造」のところでふれたように，１９６０年代後半になると，それまでの伝

統的な汎用 コソピ ュータ市場からはずれた小型コソピ ュータの分野，汎用 コソ

ピュータの小型機との対比でいえぱ，超小型 コソピ ュータの分野が急遠に開げ

てくることにたっていた 。

　このような超小型 コソピ ュータ市場の形成をうながしたのは，なによりもそ

の技術的基礎としてのＩ　Ｃの発展であったが，１９６０年代後半には，すでにの

べたようにティシタノレ ・ユクイブメソト杜（Ｄ・ｇ・ｔａ１Ｅｑｕ１ｐｍｅｎｔＣｏｒｐｏｒａｔ１ｏｎ）が

１９６５年に出したＰＤＰ－８が突破口とな って，とくに科学技術計算やプ 回セス制

御などの特定用途向げに設計された，いわゆるミニ ・コソピュータが急速に成

長することになった 。

　このようた超小型 コソピ ュータ市場は，１９７０年代に入ると，Ｉ　Ｃの高集積化 ，

すなわちＬ　Ｓ　Ｉの発展を基礎に，さらに多様た展開を示すことにな った。一方

では，上のミニ ・コソピュータとは逆に　般事務処理向けに設計された，スモ

ーノレ ・ビジネス ・コソピ ュータないしオフィス ・コソピ ュータ（目本では普通 ，

後者のように呼ぱれる）の市場が形成されると同時に，他方ではミニ ・コソピ ュ

ータやスモーノレ ・ビジネス ・コソピ ュータよりももう一まわり小型で個人利用

向げの汎用 コソピ ュータとしての，デ ィスクトッ プ・ コソピ ュータやバーソナ

ノレ ・コソピ ュータの市場が移成されることにな った（本稿（１），本誌，第３１巻第４
　　　　　　　　　３５）
号， ８７ぺ一ジ図２を参照）。

　このような超小型 コソピ ュータ市場が形成される最初の段階，１９６０年代後半

のところにについてもう少し具体的にみてみると，上にのべたようにデ ィジタ

ノレ ・エクイブメソト杜が１９６５年，ＰＤＰ－８を出してミニ ・コソピ ュータ市場を

開拓したあと，同杜自身，１９６６年にＰＤＰ－９ ，さらに１９７０年にはＰＤＰ－１１を出

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２２０）



　　　　　　　　　　　　　Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（７）（坂本）　　　　　　　　　　　　６１

して，「ミニ ・コソのＩ　ＢＭ」としての道を歩み始めていた（１９６７年にはＰＤＰ－１０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３６）
が出されているが，これは汎用 ・小型 コソピュータである）。

　こうしてミニ ・コソピ ュータ市場が拓かれてくると，さまざまの企業が相つ

いでこの新市場に参入してくることにな った 。

　ウァリァソ ・テータ ・マンソス 杜（ＶａｎａｎＤａｔａｌＭａｃｈ・ｎｅｓＣｏｒｐｏｒａｔ・ｏｎ）は，す

でに１９６５年にレンタノレ料月額１，ＯＯＯドルを割る小型 コソピ ュータ６２０を出してい

たが，１９６７年には６２０ｉを出して本格的にミニ ・コソピ ュータ市場への進出を

計っ ていた 。

　デ ィジタノレ ・エクイプメソト杜についで本格的にミニ ・コンピ ュータ市場に

進出することになったのは，ヒュレットー パッヵ一ド杜（Ｈｅｗｌ１ｅｔ－Ｐａｃｋａｒｄ　Ｃｏ
．）

であ った。同杜は，１９３９年に設立された計測器の有カ メーカー であ ったが ，

１９６６年に２１１６Ａ ，１９６７年に２１１５Ａ ，１９６８年には２１１４Ａと，相ついでミニ ・コソ

ピュータの新機種を出して，新市場に参入した 。

　ミニ ・コソピ ュータ市場への進出企業の中での話題企業は，１９６８年，ミニ ・

コソピ ュータ市場の開拓老である上述のデ ィジタル ・エクイプメント杜からの

３人のスピソ ・アウト組によっ て設立されたデータ ・ゼネラノレ杜（Ｄａｔａ　Ｇｅｎｅｒａ１

Ｃｏｒｐｏｒａｔ・ｏｎ）であ った。同杜は，１９６９年に最初の機種Ｎｏｖａ を出し，さらに

１９７０年にはＮｏｖａより５～１５倍高速で作動するＳｕｐｅｍｏｖａ を出した。とく

に， このＳｕｐｅｒｎｏｖａの１モデノレＳｕｐｅｍｏｖａ－ＳＣは，半導体 メモリー（Ｉ　Ｃ

メモリー）を使った最初のミニ ・コソピ ュータとな った。デ ータ ・ゼネラノレ杜

は， とくに積極的な販売政策によっ て急成長を遂げ，のちにみるように１９７０年

代中葉には，ティシタル ・エクイプメソト杜，ヒュレットー バッ カート杜と並

んで「ミニ ・コンの御三家」と呼ばれるようにな った 。

　急成長が見込まれるミニ ・コソピ ュータ市場には以上のような企業の他にも

さまざまの企業が進出することにな った。これらの企業には，コソピ ュータ ・

オートメーンヨソ杜（ＣｏｍｐｕｔｅｒＡｕｔｏｍａｔ・ｏｎ，Ｉｎｃ），テータクラフト杜（Ｄａｔａｃｒａ廿

Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ），ゼネラノレ ・オートメーショソ杜（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ａｕｔｏｍａｔｉｏｎ，Ｉｎｃ
．）

，イ

ソターテータ杜（Ｉｎｔｅｒｄａｔａ，Ｉｎｃ），モシ ュラー・ コソピ ュータ ・ンステムス杜

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２２１）



６２　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻 ・第２号）

（Ｍｏｄｕ１ａｒＣｏｍｐｕｔｅｒＳｙｓｔｅ帆Ｉｎｃ），マイク肩 テータ杜（Ｍ
・ｃｒｏｄａｔａＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）

，

などの企業があ った（ミニ ・コソピュータ市場への参入企業は，以上の他にもまだ多

数存在Ｌたようである。一説によれぱ，１９６０年代後半の一時期には７０～８０杜にのぽり ，

激しい競争の中で陶汰作用がある程度進んだ１９６９年にもまだ約４０杜が存在したといわれ

ている。ただし，以上で具体的に杜名をあげた企業以外の企業は，前掲の表３５〔１９６９年

における企業別 ・機種別の設置状況を示す。本稿（５），本誌，第３２巻第５ ・６合併号，８３

～８９べ一ジ〕でも，後掲の表５０〔１９７８年の状況を示す〕でも，かならずしもリスト ．ア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３７）
ツプされていない。しかし，それらは大勢１にそれほど影響をもつものではない）。

　ミニ ・コソピ ュータ市場に進出したのは，以上のような新規 コソピ ュータ企

業だげではたかった。既存の汎用 コソピ ュータ企業にも当然この新市場への進

出を計るものがあ った。たとえはハネウェノレ杜（Ｈｏｎｅｙｗｅ１１Ｉｎｆｏｍａｔ１ｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍｓ ，

Ｉｎｃ．）は，１９６９年，ＤＤＰ３１６と呼ばれるミニ ・コソピ ュータを出して，この新
　　　　　　　　　　３８）
市場への進出を計った 。

　　３５）本文の叙述から理解されるように，ここでは超小型 コソピュータという口乎称

　　　を，ミニ ・コソピュータ，スモール ・ビジネス ・コソピュータ（オフィス ・コソ

　　　ピュータ），デ ィスクトッ プ・ コソピュータ（バーソナノレ ・コソピュータ）など ，

　　　従来の汎用 コソピュータより下位の小型コソピュータの総称として使っている 。

　　　念のため 。

　　３６）デ ィジタノレ ・エクイプメソト杜（ＤＥＣ），およびそれが拓くことにな ったミ

　　　 ニ・ コソピュータ産業については，Ｇｕｍｐｅｒｔ，Ｄ ，Ｒａｇｓ　ｔｏ　Ｒ１ｃｈｅｓ－Ｄ
１ｇ１ｔａ１

　　　Ｅｑｕ１ｐｍｅｎｔ　Ｒ１ｄｅｓ　Ｗａｖｅ　ｏｆ　Ｓｕｃｃｅｓｓ　ｆｒｏｍ　Ｍｍ１ｃｏｍｐｕｔｅｒｓ，肋〃Ｓ伽ｇけｏ舳ｏＺ ，

　　　Ｊｕｌｙ１８．１９７８，Ｕｔｔａｌ，Ｂ ，Ｔｈｅ　Ｇｅｎｔ１ｅｍｅｎ　ａｎｄ　ｔｈｅ　Ｕｐｓｔａｒｔｓ　Ｍｅｅｔ　ｍ　ａ　Ｇｒｅａｔ

　　　Ｍ１ｍ１Ｂａｔｔ１ｅ，亙ｏ〃〃舳，Ａｐｒ１１２３．１９７９，Ｆ１ｓｈｅｒ，Ｍｃｋ１ｅ　ａｎｄ　Ｍａｎｃｋｅ，功 ６〃 ，

　　　ＰＰ２７１～２７９，北正満『Ｉ　ＢＭの攻防　　Ｉ　ＢＭをめくる惑星企業』１９８０年，共

　　　立出版，第２章，３４～３９べ一ジ，などによる 。

　　３７）北正満『Ｉ　ＢＭとの攻防』３９べ一ジ 。

　　３８）以上，ミニ ・コソピュータ市場をめくる企業の動向については，Ｆ１ｓｈｅｒ　Ｍｃｋ１ｅ

　　　 ａｎｄ１〉［ａｎｃｋｅ，功 ６〃 ，ＰＰ４０９～４１５，北正満『Ｉ　ＢＭをめくる攻防』第２章，

　　　４４～５５ぺ一ソ，『目経エレクト艀ニクス ・プ ヅク　　エレクトロニクス５０年史と

　　　２１世紀への展望』第７章，２８０～２８１ぺ一ジ，による 。

（２２２）



　　　　　　　　　　　　　Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（７）（坂本）　　　　　　　　　　　　　６３

　　　Ｉ　ＢＭシステム３の導入と超小型コンピ ュータ市場への進出

　このような状況の中で，Ｉ　ＢＭ杜の超小型 コソピ ュータ（ミニ ．コソピュ＿タ）

市場への対応はどのようなものあったか。結論的にいえば，Ｉ　ＢＭ杜のこの新

市場への対応は，機敏なものではなかった。Ｉ　ＢＭ杜は，１９６９年７月，独自の

超小型 コソピ ュータ ，１■ステム３を発表し（１９７０年１月出荷），ようやくこの新
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３９）
しいミニ ・コソピ ュータ市場への対応を計った 。

　Ｉ　ＢＭ杜の場合，このように新しい分野や新しい「世代」の市場へ他の競争

企業より遅れて進出することは，これまでにもいくつかのヶ一スでみられたこ

とであ った。そのまず第１は，そもそもバソチカード ．システム企業としての

Ｉ　Ｂ１〉［杜が コソピ ュータ市場へ進出したときがそうであったし，さらに「第２

世代」のトラソジスタ ・コソピ ュータ市場への進出も，そうであ った。しかし ，

Ｉ　ＢＭ杜はこれらのいずれの場合にも一たん進出を開始すると，それまでの市

場で築いてきた技術カ，販売力，資金加こよっ てその立ち遅れをたちどころに

挽回し，市場の圧倒的な支配者としての地位を確保してきていた 。

　しかし，今回のミニ ・コソピ ュータ市場への進出に関しては，事態はそのよ

うに容易には展開したか った。以上のような市場進出の決定的な遅れの上に ，

システム３はデ ィジタル ・ニクイプメソト杜の対応機種にくらべて性能が劣 っ

ており ，さらに価格が高かったこともあ って，その強力な販売努力にもかかわ

らず，市場支配に成功することはできなかった。というよりもも，のちに説明

するように，Ｉ　ＢＭ杜はこのミニ ・コソピ ュータ市場では，１９７６年にな っても ，

首位デ ィジタル ・ニクイプメソト杜のシ ヱア（出荷金額）４０．９％に対して，わ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０）
ずかに２．３劣のシ ェアを占めるにとどまっ ていた 。

　この点については，『Ｉ　ＢＭ　　情報巨人の素顔（〃〃一０ｏＺｏ舳ｓ閉ｒ伽ｓ肋犯）』

（１９８１年）の著者ソーベノレ（Ｓｏｂｅ１，Ｒ．）がつぎのようにのべている 。

「もしワトソソが１９６０年代末にこの分野で（ミニ ・コソピュータの分野で…… 〔引用

者〕）行動を起こしていたら，まちがいなく２ ，３年内に主導権を握ることができ ，

ＤＥＣ（デ ィジタル ・エクイプメソト），データ ・ゼネラノレ，ハネウェノレなどはその

残りかすをお互いに奪いあわなくてはならなかっただろう 。だが，現実にはワトソソ

　　　　　　　　　　　　　　　（２２３）
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は傍観老の立場に長くとどまり続げたために，これら各杜に，将来挑戦を受げても動

　じないほど足場を固めさせてしまう結果にな った。結局，Ｄ　Ｅ　Ｃは “ミニ ・コソピ

　ュータのＩ　ＢＭ
’’

となったが，小型コソピュータは大型システムよりもかえ って大き

な， 魅力ある領域だとのちに判明するのである。あとからふり返え汕ま，この領域で

　もっとすみやかに行動しなかったことは，トム ・ワトソソカ事業の面で犯した最大の

判断の誤りと言えるかもしれない。」（Ｓｏｂｅ１，Ｒ ．， ヱＢ”一ＣＯＺＯｓ舳加丁閉ｓ伽犯，１９８１ ，

ｐ２４４青木栄一訳『Ｉ　ＢＭ　　清報巨人の素顔』タイヤモソト杜，１９８２年，３０２～３０３

べ一ジ
。）

　　般的にいえは，たしかに上にのべられているようなことがいえるであろう 。

しかし，具体的にＩ　ＢＭ杜の機種展開をみてみると，ここでは１９６０年代後半に

かならずしもすみやかにミニ ・コソピ ュータ市場に新機種を出すことができな

かっ た事情があったように思われる 。Ｉ　ＢＭ杜の機種系列の中で，とくに小型

・超小型 コソピ ュータの系譜を図不してみると，図２９のとおりである 。

　　　　　　　　図２９　Ｉ　ＢＭ杜小型 ・超小型 コソピ ュータの系譜
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　　　　　　　　　　　　　　　　　７６年６月
（出所）　 日本電子計算機株式会杜「Ｉ　ＢＭのＦＳタイム ・フレームの中の小型機戦略｝米司法省／Ｉ　ＢＭ

　　裁判公開文書分析 ンリーズ（第１分冊）』１９７５年，８ぺ一ジ図１－１をぺ一スにして作成。同上図は，他

　　の資糊こより一部修正されている 。

（注）実線は，システム ・アーキテクチュァをそのまま受け継いだも肌点線は，一応関係はないが・強い

　影響を与えたもの 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（２２４）



　　　　　　　　　　　　　Ｉ　ＢＭ杜の組織変革１７）（坂本）　　　　　　　　　　　　　６５

　図に示されているように，Ｉ　ＢＭ杜は，すでにシステム３に先立って ，１９６０

年代に一連の小型 ・超小型 コソピ ュータの機種系列を展開してきていた。１つ

は・ １９６０年「第２世代」の最下位機種として登場した科学技術用 ・プ ロセス制

御用 コソピ ュータ１６２０の系統を引くものであり ，１９６０年代後半には，それは主

として科学技術用の１１３０およびプ ロセス制御用の１８００という２つのモデルとし

て展開していた。もう１つは，システム３６０の下位機種展開の系列であり，そ

れは１９６６年に出されたモテノレ２０として存在していた
。

　このような機種展開の中で，Ｉ　ＢＭ杜は，１９６０年代後半，周辺で急展開して

きているミニ ・コソピ ュータ市場に対しても，当初上のようなすでに整備して

いる機種系列の枠組みによっ てなんとか対応しうるものと考えたとしてもふし

ぎではたい 。

　システム３に実現される製品プ ロジ ェクトは，Ｉ　ＢＭ杜内では「３．７プ 肩ジ

ェクト」といわれたが，それは，ノステム３７０に実現される「ＮＳ（Ｎｅｗ　Ｓｙｓｔｅｍ）

ブ肩 ジェクト」とともに，すでに１９６７年１月に提出されたシステムズ ・ストラ

テシヅク ・タスク ・フォース（Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｓｔｒａｔｅｇ・ｃＴａｓｋＦｏｒｃｅ）のレポートの中に

登場している。しかし，それがＩ　ＢＭ杜トッ ブ・ マネジメソトの段階で本格的

煮められることにたってくるのは，一方でシステム３６０の中核であった中型機

種モテル４０，３０の市場がようやく成熟期を迎え，収益構造の点から弱体であ っ

た大型と小型 ・超小型の分野の問題が浮ぴ上ってきた１９６８年ころからのことで
　　４１）

あっ た。

　さて，１９７０年１月システム３が出荷されて以降のＩ　ＢＭ杜の超小型 コソピュ

ータの機種展開は，前掲図２９に示されているとおりである 。

　システム３そのものは，その後，モデノレ１０（これは，最柳こ発表 ・出荷されたヅ

ステム３のこと）から始 って６ ，８ ，１２，４ ，および１５，１５Ｂ ，１５Ｃ ，１５Ｄとい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４２）
う，一連のモデルから成るシリーズ ・マシソとして展開していくことになった 。

　さらに，ンステム３の発表後，１９７０年１１月にこれと並んで ・特にセンサ ー・

べ一ス（Ｓｅｎｓｏｒ　Ｂａｓｅ）向げの超小型 コソピュータとしてシステム７が発表され
　　　　　　　４３）
た（１９７１年１１月出荷）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２２５）
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　ところで，システム３は，Ｉ　ＢＭ杜のミニ ・コソピ ュータ市場への進出を念

頭において登場したが，ミニ ・コソピ ュータとしての価格指標であるレソタル

料月額１，ＯＯＯドル以下という水準を実現するものではなかった（最低で，１，１００ド

ル）。 しかも，図２９に示されているようなモデノレの展開とともに，価格帯がむし

ろ上昇していくことになっていた。したがって，システム３は，当初ミニ ・コ

ソピ ュータ市場への進出をめざしたがら，実際にはその役割を果たしうるもの
　　　　　　　４４）
とはならなかった 。

　Ｉ　ＢＭ杜は，１９７５年３月に至って，ンステム３の後継機種として，より小型

のンステム３２を発表した（１９７５年８月出荷）。 ンステム３２の価格帯は，レソタル

料月額８００～１，ＯＯＯドルのところに設定された。Ｉ　ＢＭ杜は，このシステム３２に

よつ てはじめて，レソタノレ料月額１，ＯＯＯド ノレ以下のミニ ・コソピ ュータ市場に
　　　　　　　　　　　　　　　　４５）
対応することができるようにた った 。

　Ｉ　ＢＭ杜は，システム３２に引き続いて，１９７６年１１月には，システム７の後継

機種に当るンリース１を発表した。このンリース１は，Ｉ　ＢＭ杜が出した，は

じめての本格的たミニ ・コソピ ュータであった。こうして，このシリーズ１に

至っ て， ＩＢＭ杜はようやくミニ ・コソピ ュータ市場への本格的な進出を果た
　　　　　　　　　　　　４６）
すことにたったわげである 。

　また，　Ｉ　ＢＭ杜は，１９７５年１０月，さらに小型のポータブ ノレ ・コソピ ュータ

５１００を発表した。これによっ てＩ　ＢＭ杜は，さらに下位のティスク ．トッ プ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４７）
コソピ ュータ市場への進出も計ることになった 。

　こうして，Ｉ　ＢＭ杜は，１９７０年代中葉に至って，以上のような一連の新機種

の発表 ・導入によっ て， ようやく超小型 コソピュータ市場での製品展開を本格

化してくることにな った。ところで，その背景には，このような超小型 コソピ

ュータ分野の戦略を担う独自の組織づくりがあ った。すたわち，その担い手と

してのゼネラノレ ・ンステムス 事業部（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｄ１ｖ１ｓ１ｏｎ）の独立化とゼ

ネラノレ ・ヒシネス ・クノレープ（Ｇｅｎｅｒａ１Ｂｕｓｍｅｓｓ　Ｇｒｏｕｐ）の移成を中心とした ，

１９７２～７５年の大幅な組織再編成があったが，この点については，のちに〔２〕で

　　　　　　　　４８）
具体的に説明する 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２２６）



　　　　　　　　　　　　Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（７）（坂本）　　　　　　　　　　　　　６７

３９）　目本電子計算機株式会杜『Ｉ　ＢＭのＦ　Ｓタイム ・フレームの中の小型機戦略

　　　米司法省／Ｉ　ＢＭ裁判公開文書分析 シリーズ（第１分冊）』１９７５年，第６章 ，

　Ｆ
ユｓｈｅｆ，Ｍｃｋ１ｅ　ａｎｄ１〉［ａｎｃｋｅ，ｏ力ｏ〃 ，ＰＰ３４１～３４２　 ノステム３そのものに

　ついてよりくわしくは，Ｍｕｒｒａｙ，Ｊ．Ｔ，ル〃グｏ肋〃
ｏ〃オｏ　Ｃｏ妙〃伽ｇ：朋〃

　Ｓツｓ加刎／３．１９７１ ，Ｆｅｒｇｕｓｏｎ，Ｄ
．，

Ｓｙｓｔｅｍ／３：Ｄｏｅｓｎ ’ｔ　Ｂｅ１ｏｎｇ　ｔｏ　ＩＢＭ，刀ｏね刎ｏ伽刀
，

　Ｊｕｎｅ１９７３，ＰＰ．６２～６４，を参照 。

４０）北正満『Ｉ　ＢＭの攻防』４５ぺ一ジ表２－２
．

４１）以上，システム３の導入をめぐるいきさつについては，目本電子計算機株式会

　杜ｒＩＢＭのＦＳタイム ・フレームの中の小型機戦略』第１ ，２章 。

４２）　同上書，第６章 。

４３）　同上書，２０１～２０２ぺ 一ジ表６－３
．

４４）同上書，第３章１の１ ．

４５）　Ｃａｓｈｍａｎ，Ｍ ．，

Ｔｈｅ　ＩＢＭ　Ｓｙｓｔｅｍ／３２，０ｏね刎〃｛閉，Ｆｅｂｒｕａｒｙ１９７５，ＰＰ・６７～

　６８，Ｆ１ｓｈｅｒ，Ｍｃｋ１ｅ　ａｎｄ　Ｍａｎｃｋｅ，功　６〃 ，ｐｐ４３６～４３７，同上書，第３章皿 ，

　第４章 。
４６）　 Ｐａｎｔａｇｅｓ，Ａ

．，
ＩＢＭ’ｓ　Ｓｅｒｉｅｓ／１Ｍｉｎｉｃｏｍｐｕｔｅｒｓ，刀ｏ考ｏ刎ｏ伽れ，Ｄｅｃｅｍｂｅｒ１９７６ ，

　ＰＰ１４６～１４７，Ｆ１ｓｈｅ■　Ｍｃｋ１ｅ　ａｎｄ　Ｍｌａｎｃｋｅ，功 ６〃 ，ＰＰ４４１～４４２

４７）　Ｃａｓｈｍａｎ，Ｍ ，ＩＢＭ’ｓ　Ｍ１ｎ１ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｔｈｅ５１００，のｏね刎ｏ〃ｏれ，Ｎｏｖｅｍｂｅｒ

　１９７５，ｐｐ７１～７２，Ｆ１ｓｈｅｒ，Ｍｃｋ１ｅ　ａｎｄ　Ｍａｎｃｋｅ，功　　６〃 ，ｐｐ４４０～４４１

４８）　目本電子計算機株式会杜ｒ　Ｉ　ＢＭのＦ　Ｓタイム ・フレームの中の小型機戦略』

　第３章１ ，皿，情報産業研究会監修，上掲書，第２章１Ｖ 。

　（４）「第３５世代」の市場構造

　¢　汎用コンピ ュータ市場での参入と撤退

　以上，「第３．５世代」を幕あげすることにた ったＩ　ＢＭシステム３７０，および

新たに興りつつあった超小型 コソピ ュータ（ミニ ・コソピュータ）市場への対応

機種システム３の導入とその特徴についてみたが，ここでも，さらにこうして

「第３５世代」の段階を迎えたアメリカ ・コソピ ュータ産業がどのような市場

構造をもつようになったかを具体的にみておく 。

　まずはじめに，表５０（本稿末尾に別掲）は，このｒ世代」の終盤，１９７８年はじ

めの時点をとっ て， これまでの場合と同じように，各アメリカ ・コソピ ュータ

製造企業が設置していた コンピ ュータ機種とその設置 ・受注台数を示してみた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２２７）
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ものである。この表では，汎用 コンピ ュータとミニ ・コソピ ュータが分離して

示されている 。１９６９年時点の状況を示した前掲の表３５（本稿（５），本誌，第３２巻第

５・ ６合併号，８３～８９ぺ一ジ）では，この時点でのミニ ・コソピュータ市場の発

展段階（まだ萌芽的な段階）を反映して，両種の コンピ ュータが一括して掲げら

れていたが，それから１０年を経過した１９７８年の時点では，ミニ ・コ：／ピ ュータ

市場が明瞭に独自の市場を形成するようになっており ，両者を分離して示すこ

とカミ必要になってきたわげである。ちたみに，この問に．おげるアメリカ ・コン

ピュータ製造企業の コソピ ュータ設置台数（世界全体）の変化をみてみると ，

汎用 コソピ ュータは約５４，５００台（上限の見積り）から１１１，２５４台へ， 約２倍に増

加したのに対して，ミニ ・コソピ ュータの方は約６，５００台から３１７，２３３台へ，

実に４９倍の増加とたっている 。

　〔表５０について，さらにいくつか留思点をのべておく 。

　　まず第１に，表５０では，Ｉ　ＢＭ杜のシステム３はミニ ・コンピ ュータでは

　在く ，汎用 コソピュータの部分に含められている。これは，すでに◎でのべ

　たように，システム３は当初ミニ ・コソピュータ市場への進出をめざして導

　入されたが，価格帯が高く ，ミニ ・コソピュータとしての位置を得るもので

　はなかったことによるものである 。

　　第２に，システム３の後継機種として１９７５年３月に導入されたシステム３２

　は，この表には掲げられていない。これは，この表の作成機関であるイソタ

　ーナンヨ ナノレ ・テータ杜（Ｉｎｔｅｍａｔ１ｏｎａｌＤａｔａＣｏｒｐｏｒａｔ１ｏｎ 通称ＩＤＣ）がシス

　テム３２を第３の コソピ ュータ部門であるオフィス ・コソピュータの部門に分

　類したためである。ちたみに，同時点でのシステム３２の設置台数（全世界）

　は，約２０，ＯＯＯ台と報告されている 。

　　第３に，表のミニ ・コソピ ュータ部門では，市場に設置台数としては残 っ

　ていても，製造企業がすでに市場から撤退している場合には，その機種は掲

　載されていない（Ｃｏｍｐ１ｌｅｒＳｙｓｔｅｍｓ，Ｄ・ｇ１ａｃ，Ｉｎｆｏｍａｔ・ｏｎＴｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｍｍ・ｃｏｍｐ
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４９）
　Ｒｅｄｃｏｒ，Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ，Ｕｎ１ｃｏｍ，Ｕｎ１ｃｏｍｐ，などの各杜の場合）〕。

　まず汎用 コソピ ュータについてみてみると，１９６９年からの１０年問に（前掲表

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２２８）
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３５を参照）・その製造企業の構成は大きく変動した 。

　その第１は・１９７０年・１９７１年におげるＧ　Ｅ杜とＲ　Ｃ　Ａ杜の汎用 コンピ ュータ

市場からの撤退であ った。Ｉ　ＢＭ杜にくらべれば，コンピュータ市場では「小

人」であったとはいえ・アメリヵ屈指の両巨大企業のこの市場からの撤退は
，

アメリカ ・コソピュータ産業史上におげる画期的なでき事であり ，その後の市

場構造のあり方に大きな影響を及ぽすことにな った 。

　すでに表３２（本稿（４），本誌，第３２巻第４号，４６べ一ソ）にもとついて，５で「第

３世代」の市場構造を説明した際に言及したように，Ｇ　Ｅ杜，Ｒ　ＣＡ杜の市場

シェ アは，１９６０年代後半，同列の他の企業がわずかながらもシ ヱアを上昇させ

つつあったのに対して，むしろ下降傾向がめだ ってきていた 。

　このような状況の中で ，１９７０年９月，まずＧ　Ｅ杜がその コソピ ュータ事業を

ハネウェノレ杜に売却して，コソピ ュータ事業から撤退した（ハ子ウヱ ル杜は，自

らの コソピュータ事業とＧＥ杜から引き継いだ コソピュータ事業を統合して，子会杜ハ

矛ウヱ ル情報 ンステムズ杜Ｈｏｎｅｙｗｅｎ　Ｉｎｆｏｍａｔ１ｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍｓ，Ｉｎｃ　　通称ＨＩＳ杜

を設立した）・１９６０年代を通して，ＧＥ杜は市場 シニ ア１０％を確保して，Ｉ　ＢＭ

杜につぐ地位を占めようと努力してきていた。しかし，その成果はほとんど上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０）らず，結局 コソピ ュータ事業から身を引くことにた った 。

　さらに，１９７１年９月には，Ｒ　Ｃ　Ａ杜が コソピ ュータ事業からの撤退を発表し

た。 そして同年１２月，ＲＣＡ杜はその コソピ ュータ事業をスペリー・ ラソド

杜に売却した。Ｒ　ＣＡ杜はすでに１９５６年に軍用在庫管理用 コソピ ュータＢＩＺ－

ＭＡＣ　Ｉを完成したのを皮切りに，１９６０年代を通して，積極的な製品展開をす

すめてきていた。すでにふれたように，同杜が１９６４年に発表したＳｐｅｃｔｒａ７０

ツリースは・その直前に発表されたＩ　ＢＭ杜 ンステム３６０がまだハイブリヅ ド

Ｉ　Ｃを利用したものであったのに対して，モノリシックＩ　Ｃを使用した先駆的

なコソピ ュータであ った。しかし，ＲＣＡ杜の場合も事態の推移はＧＥ杜の場

合と同じであ った・積極的な製品展開にもかかわらず，全体としてずさんな事

業計画の下でＩ　ＢＭ杜の壁を破れず，やはり結局 コソピュータ事業から撤退を
　　　　　　　　　　　　５１）
余儀次くされることにたった 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２２９）
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第２の大きな動きは，ゼロックス
杜（Ｘｅｒｏｘ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）およびシソガー杜

（Ｓ．ｎｇｅｒ　Ｃｏ）という ，事務用複写機産業およぴミンソ産業の両巨大企業の汎用

コソピ ュータ市場への参入と撤退であった 。

　ゼ艀ツクス杜は，周知のように戦後画期的な乾式複写技術をてこに・とくに

１９６０年代急成長を遂げた新興企業である（１９５８年にはその売り上げは２，７６０万ド ノレ

であ ったが，１９６０年代末には１０億ドル企業の伸問入りをするまでにな
った）・ 同杜はす

でに事務用複写機市場で，Ｉ　ＢＭ杜が汎用 コソピ ュータ市場で占めていたより

も大きな市場シ ェアを確保していたが，これを基礎にした強力な収益力を背景

に， １９６９年，中堅 コソピ ュータ企業サイェソティフィック ・テータ ．システム

ズ杜（Ｓｃ１ｅｎｔ１ｉｃ　Ｄａｔａ　Ｓｙｓｔｅｍｓ，Ｉｎｃ）を買収して，汎用 コソピ ュータ市場に参入

した。ゼ肩ツクス杜は，子会杜ゼロックス ・データ
・システムズ杜（Ｘｅｒｏｘ　Ｄａｔａ

Ｓｙｓｔｅｍｓ ，Ｉｎｃ）を設立して，この汎用 コソピ ュータ事業を展開することにした ・

同杜は，サイニソティフィック ・デ ータ ・システムズ杜から引き継いだＳｉｇｍａ

シリーズをさらに展開すると同時に，１９７３年には新たにＸｅｒｏｘ５００シリーズ

を導入した。しかし，事業はかならずしも順調に進まず，同杜は１９７０年代前半

ずっと赤字を累積することになった。このようた状況の中で，結局ゼロックス

杜は，１９７５年７月，コソピ ュータ事業からの撤退を発表し，１９７６年１月，それ

　　　　　　　　　　　５２）
をハネウェノレ杜に売却した 。

　ゼ肩ツクス杜が戦後急成長した新興巨大企業であったとすれば，シソガー杜

はすでに１３０年の伝統を誇るミシソ産業の老舗巨大企業であるが，同杜はすで

に成熟したミソソ事業から脱して新しい成長基盤を確保するために，戦後積

極的な事業多角化をすすめてきていた。そして，その一蓑として・１９６３年 ・

当時 フレキソライター（万能入出カタイプライター）で有名だったフライデソ杜

（Ｆｒ１ｄｅｎ，Ｉｎｃ）を買収し，これを基礎に コソピ ュータ事業に進出しようとした ・

同杜は，１９７０年，一方では小型 コソピ ュータ ・システム１０を開発すると同時に ，

他方では他杜に先がげて小冗店の販冗管理用ＰＯＳ（Ｐｏｍｔ　ｏｆ　Ｓａｌｅｓ）システムを

開発し，これらを結びつげて，１９７５年には世界のＰＯＳシステム市場の５０劣以

上を握るまでにた った。しかし，このようなンステムの開発費の負担は大きく ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２３０）
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また１９７４年の石油 ノヨックによるＰＯＳシステム需要の冷え込みもひびいて ，

同杜 コソピ ュータ事業は大幅な赤字を出すことになっていた。そして，この上

さらに事業を進めようとすれは，そのために多額の借入が必要であり ，赤字解

消の見込みは当分立たないという状況であ った。このような事態に直面して ，

ンンカー杜は，１９７５年，コンピ ュータおよぴＰＯＳンステム事業から撤退し ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　５３）
ＰＯＳンステム事業をＴＲＷ杜へ売却した 。

　１９７０年代に入ってからの汎用 コソピ ュータ市場構造におげる第３の大きな動

きは，アムダーノレ杜（Ａｍｄａｈｌ　ＣｏｒｐＯｒａｔｉｏｎ）やアイテル杜（Ｉｔｅ１Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）など

の， いわゆるプラク ・コソパティブルＣ　ＰＵメーカー（Ｐ１ｕｇ－ｃｏｍｐａｔ１ｂｌｅ　Ｃｅｎｔｒａ１

Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ　Ｍａｋｅｒ）の参入である。プラグ ．コソバティブノレＣ　ＰＵメーカ

ーとは・アーキテクチ ュアをＩ　ＢＭ杜のスタソダードと一致させ，プラグを差

し替えるだげで既存のＩ　ＢＭ杜の コソピ ュータで使われているプ ログラムや周

辺装置をそのまま使えるような，Ｉ　ＢＭ機代替型のＣ　Ｐ　Ｕを製造する企業のこ

とである 。

　このようなプラグ ・コソバティブノレＣ　ＰＵメーカーの鴨矢は，アムダール杜

であ った。同杜は，１９７５年６月 ，Ｉ　ＢＭシステム３７０モデ ノレ１６５，１６８相当の

プラグ ・コンバティ ブルＣ　ＰＵ，４７０Ｖ／６を発表して，汎用 コソピ ュータ市場

に参入した。Ｉ　ＢＭ杜は，世界市場での絶対的優位を背景に，他方では，すで

に１９６０年代後半から発展してきていたプラク ・コソバティフノレ周辺装置の存在

を考慮して，それまでシステムの価格構成ではＣ　ＰＵの比重を重くし，Ｃ　ＰＵ

をもっとも利益率の高いものとして設定していた。これに対して，アムダーノレ

杜は，ンステム３７０モテノレ１６５，１６８を上回わるコスト ・パフォーマソスをもつ

４７０Ｖ／６を登場させたので，Ｉ　ＢＭ機のユーザーから大いに歓迎を受げた 。
４７０Ｖ／６は，Ｉ　ＢＭ機をリプレースして１９７７年３月までに出荷台数４０台，金額

にして１億７，ＯＯＯ万ドルを獲得することにな った 。

　ところで・アムダール杜は，かつてＩ　ＢＭ杜で「第１世代」７００シリーズの

設計に貢献し，１９５５年一たんＩ　ＢＭ杜を去ったが，１９６０年ＮＰ　Ｌ計画推進のた

めに再ぴＩ　ＢＭ杜に復帰し，「第３世代」ンステム３６０の設計の中心人物であ
っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２３１）
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表５１ プラグ ・コソバティブル

会　杜　名

Ａｍｄａｈ１

Ｉｔｅ１

↓
Ｎａｔ１ｏｎａ１

Ｓｅｍ１ｃｏｎｄｕｃｔｏｒ

へ移行

Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｄａｔａ

Ｎａｔ１ｏｎａ１ＣＳＳ

Ｎａｔ１ｏｎａｌ

　　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ

Ｍｕｇｎｕｓｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍｓ

Ｍ阯ｔ１ｐｒｏｃｅｓｓｏｒｓ

　（Ｉ日Ｃｉｔｅ１）

Ｎａｎｏｄａｔａ

Ｃａｍｂｒ１ｄｇｅ

Ｍｅｌ＝ｎｏｒｌｅｓ

プラコソＣＰＵ

４７０ｖ／５

４７０ｖ／５一皿

４７０Ｖ／６

４７０ｖ／６一皿

４７０ｖ／２Ａ

４７０ｖ／７

４７０ｖ／８

ＡＳ／３－３

ＡＳ＿３＿４

ＡＳ／３－５

ＡＳ／４

Ａｓ／４ＭＰ

ＡＳ／５－１

ＡＳ／５－１ＭＰ

ＡＳ＿５＿３

ＡＳ－５＿３ＭＰ

ＡＳ－６

ＡＳ／６－２

ＡＳ＿７＿７０３３

Ｏｍｅｇａ４８０＿１

０ｍｅｇａ４８０＿２

３２０８

３１１６

３２３２

Ｓｙｓｔｅｍ４００

Ｍ８０／３

Ｍ８０／４

Ｍ８０／３２

Ｍ８０／４２ ・４３

３０／３

３０／４

３０／５

ＶＭＸ＿２００

ＶＭＸ－４００

１６１８

１６２８

１６３８

対抗Ｉ　ＢＭモデル

３０３１

３０３１

３７０／１６８

３０３２

３０３３

３０３３

３０３３ＭＰ

３７０／１３８

３７０／１４８

４３４１

３７０／１４３

３７０／１４８

３７０／１５８

３７０／１５８ＭＰ

３７０／１５８－３

３７０／１５８－３ＭＰ

３０３２

３０３２

３０３３

３７０／１３８

３７０／１４８

３７０／１３８

３７０／１３８

３７０／１３８

３７０／１４８

３７０／１３８

３７０／１４８

４３３１

４３４１

３７０１１３８

３７０／１４８

３７０／１５８

３７０／１３８

３７０／１４８

３７０／１１５－２

３７０／１２５－２

３７０／１３８

主記憶容量
４ＭＢ～８ＭＢ

６ＭＢ～８ＭＢ

２ＭＢ～８ＭＢ

４ＭＢ～８ＭＢ

４ＭＢ～１６ＭＢ

４ＭＢ～１６ＭＢ

４ＭＢ～１６ＭＢ

１ＭＢ～４ＭＢ

１ＭＢ～４ＭＢ

２ＭＢ～８ＭＢ

１ＭＢ～４ＭＢ

２ＭＢ～８ＭＢ

１ＭＢ～８ＭＢ

２ＭＢ～１６ＭＢ

１ＭＢ～８ＭＢ

２ＭＢ～１６ＭＢ

２ＭＢ～１６ＭＢ

２ＭＢ～１６ＭＢ

４ＭＢ～１６ＭＢ

５１２ＫＢ～２ＭＢ

１ＭＢ～２ＭＢ

｝５１２ＫＢ～２ＭＢ
２５６ＫＢ～１６ＭＢ

５１２ＫＢ～１６ＭＢ

２ＭＢ～８ＭＢ

１ＭＢ～８ＭＢ

２ＭＢ～１６ＭＢ

１ＭＢ

２ＭＢ

最大８ＭＢ

最大１６ＭＢ

２５６ＫＢ＿７６８ＫＢ

５１２ＫＢ－１ＭＢ

５１２ＫＢ＿１ＭＢ

（出所） 目本電子計算機株式会社『ＪＥＣＣコンピュータ ・ノート（１９８０年版）』１９８０年，５９ぺ一ジ第３－１３表。

（２３２）
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Ｃ　ＰＵ一覧（１９７９年現在）

発表年月

１９７７．　３

１９７８．　１０

１９７５．　６
．

１９７７．　３
．

１９７９．　８
．

１９７７．　３
．

１９７８．　１０

１９７８．　９
．

１９７８．　９
．

１９７９．　２
．

１９７６ ．　１０
．

１９７６．　１０
．

１９７６．　１０
．

１９７６．　１０
．

１９７６．　１０
．

１９７６ ．　１０
．

１９７７．　１０
．

１９７８．　１１
．

１９７９．　７
．

１９７７
．

１９７７

１９７８．　４

１９７８．　４

１９７８．　４
．

１９７８．　５

１９７８
．

１９７９

１９７９
．

１９７９

そ　　　　の　　　　他

８～１６ｃｈ・Ｖ／５のパフォーマソスを１０％向上
。

１携萎１より６５～７３伽 オー州向ＬＶ／６より５～１５伽 ボマ
３０３３より性能はよく価格は７３％

。

最大１６ｃｈ・１６８－３より２．５倍速い。バッファ ・メモリーは６４ＫＢ ．

／崇島箭
し・ ｖ／７より１０％速いイソストラクシ１ソ ．データのブリフ

／ｌ１線ごを肌Ａｓ／５と同じ診断機能をもつ・Ａｓ／ト３は１３８より４０～

｝…とＭ・・でラソできる。・Ｍ・は・・／・のマルチプロセツ サー版。

イソターナル ・チャネルと８ＫＢのパッファを持つ 。

ＶＭ３７０とＭＶＳでラソできる 。

ＡＳ／６のスループ ットを１０％改善
。

ＩＰＴ　Ｓｙｓｔｅｍｓ，Ｉｎｃ・がＯＥＭ供系合。

Ｔｗｏ－ＰｉがＯＥＭ供給。
Ｔｗｏ－ＰｉではＶ３２シリーズと称する３２ピ ット ・ミニコソ 。

ＤＯＳ／ＶＳ，ＶＭ３７０でラソできる。ＡＳシリーズとは別系統。

Ｉ　ＢＭより２０～１００％速い
。

１９７８

１９７８
．

１９７８．　１０

１９７８．　１０

１９７８．　８

１９７８．　８
．

１９７８．　８

（２３３）
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た，コソピ ュータの天才児アムダーノレ（Ａｍｄａｈ１，Ｇ．Ｍ．）が設立した会杜である 。

技術者アムダーノレは，１９７０年，販売志向，標準化志向の巨大企業Ｉ　ＢＭ杜では

自分の理想の コソピュータを実現できたいという思いから，Ｉ　ＢＭ杜を辞し

（２度目の退杜），１９７２年，自らの手でアノレターノレ杜を設立した。そして，それ

から３年後，上のようなＩ　ＢＭ機のブラグ ・コソバティブノレＣ　ＰＵ ，４７０ｖ／６

　　　　　　　　　　　　　　　　５４）
を世に送ることになったわげである 。

　それまではＣ　ＰＵでＩ　ＢＭ機のプラグ ・コソバティブ ノレ ・マシソをつくるこ

とは困難と考えられていたが，アムダーノレ杜の４７０ｖ／６の成功はこの神話を打

破し，その後あい次いでプラグ ・コソバティブノレＣＰＵメーカーを登場させる

ことにたった。１９７６年１０月には機器リース（コソピュータ ・リースを含む）企業

アイテノレ杜（Ｉｔｅ１ｃｏｒｐｏｒａｔ・ｏｎ）がＡＳ／４ ，ＡＳ／５を発表し，また１９７７年５月に

はコソトローノレ ・テータ杜（ＣｏｎｔｒｏｌＤａｔａＣｏｒｐｏｒａｔ・ｏｎ）がＯｍｅｇａンリースを

発表して，この領域に参入してきた。その後もさらに進出企業は続き，１９７８年

にはナショ ナルＣＳＳ杜（Ｎａｔｉｏｎａ１ＣＳＳ，Ｉｎｃ
．）

，ナショ ナル ・セミコソダクタ

杜（Ｎａｔ１ｏｎａ１Ｓｅｍ・ｃｏｎｄｕｃｔｏｒ　Ｃｏｒｐｏｒａｔ・ｏｎ），マグナソソ ・ンステムス 杜（Ｍｌａｇｎｕｓｏｎ

Ｓｙｓｔｅｍｓ，Ｉｎｃ），サイテノレ杜（Ｃ・ｔｅ１Ｃｏｒｐｏｒａｔ・ｏｎのちにマルチプ ロセサース 杜Ｍｕ１ｔ１－

ｐｒｏｃｅｓｓｏｒｓ，Ｉｎｃ） ，ナノテータ杜（ＮａｎｏｄａｔａＣｏｒｐｏｒａｔ１ｏｎ），ケソブリッシ ・メモリ

ース 杜（Ｃａｍｂｒ．ｄｇｅ　Ｍｅｍｏｒ．ｅｓ，Ｉｎｃ）たとの企業が進出することになった（アメ

リカ国外では，目本の富士通，目立製作所もこのようなプラグ ・コソバティ ブルＣ　ＰＵ

市場進出企業の有力な一翼をたすものであ った）。 こうして，アムダーノレ杜の成功後

３年ほどの間に１０杜に近い（アメリカ国内で）Ｉ　ＢＭ機のプラグ ・コソパティブ

ノレＣ　ＰＵメーカーが登場することに一たったが，これらのメーカーの供給するＣ

ＰＵ一覧を示してみると，表５１のとおりである（前掲表５０では，１９７８年以降の参

入企業はまだ掲げられていない）。

　表に示されているように，これらのメーカーが供給しているプラグ ・コソバ

ティブ ノレ Ｃ　ＰＵの対象範囲は，Ｉ　ＢＭシステム３７０ ・モデル１１５からモデル

１６８までに及び，それはＩ　ＢＭ杜汎用 コソピ ュータの全域をカヴ ァー するもの
　　　　　　５５）
となっている 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２３４）
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４９）以上，アソリ ・メゾソ「世界の コソピュータ設置状況調査」『コソピュートピ

　ア』１９７９年１月号，５４べ一ジ 。

５０）　日本電子計算機株式会杜ｒＧ　ＥとＲ　ＣＡの撤退とＩ　ＢＭ　　米司法省／Ｉ　ＢＭ

　裁判公開文書分析 ：■リース（第２全冊）』１９７６年，第１ ，２章，Ｆ
１ｓｈｅｒ，Ｍｃｋ１ｅ

　ａｎｄ　Ｍａｎｃｋｅ，　功 ．　 ｏ〃
．，
　ｐｐ．１８０～２０２

．

５１）　同上書，第３章，ｚろ” ，ＰＰ２０２～２２８

５２）北正満『Ｉ　ＢＭの挑戦』１２４～１３１ぺ一ジ，左ろ批，ＰＰ．３９６～３９８ －

５３）　同上書，１３１～１３８ぺ一ジ
。

５４）　アムタール杜（Ａｍｄａｈ１Ｃｏｒｐｏｒａｔ１ｏｎ）およぴ創立者アムターノレについては
，

　Ｕｔｔａ１，Ｂ ，Ｇｅｎｅ　Ａｍｄａｈ１Ｔａｋｅｓ　Ａ１ｍ　ａｔ　ＩＢ１〉［，Ｆｏ〃舳２ Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ１９７７，ｐｐ

　１０６～１２０，Ｓｏｂｅ１，Ｒ ．，
功． ｏ〃

．， ＰＰ
．３２４～３２９： 上掲邦訳，４０１～４０８ぺ一ジ ，

　Ｆ１ｓｈｅｒ，ｌＭｌｃｋ１ｅ　ａｎｄ　Ｍｌａｎｃｋｅ，ｏク　 ｏ〃 ，ｐｐ４１５～４１７

５５）以上，プラグ ・コソパティブルＣ　ＰＵメーカーについては，注５４）の文献に加

　えて ，Ｔｈｅ　Ｎｅｗ　Ｗａｖｅ　ｏｆ　Ｃｈａｎｇｅ　Ｃｈａｌ１ｅｎｇｉｎｇ　ＩＢＭ，肋ｓ伽ｓｓ肋
２尾，Ｍａｙ

　２９．１９７８，ＰＰ．９２～９９，北正満ｒ　Ｉ　ＢＭの攻防』第５章，目本電子計算機株式

　会杜『ＪＥＣＣコソピュータ ・ノート（１９８０年版）』１９８０年，５８～６６べ一ジ，など

　を参照 。

　　　汎用コンピ ュータの市場構造

　以上，１９６９年からの１０年問におげる汎用 コソピ ュータ市場での主な企業の参

入と撤退についてみてみた。この問のこのような参入と撤退の結果，表５０から

も理解されうるように，１９７０年代末のアメリカ ・汎用 コソピ ュータ市場の中心

的な担い手は，１９６０年代末の段階からさらに整理されて，Ｉ　ＢＭ杜とそれを取

りまく ，バローズ杜，コソトローノレ ・データ杜，ハネウェ ル杜，ＮＣ　Ｒ杜，お

よびスベリー・ ラソド杜という５杜にしぼられることにな った。すなわち，す

でにのべた１９６０年代の「白雪姫と７人の小人たち」という構図は，１９７０年代末

には，いわぼ「白雪姫と５人の小人」という構図に書き替えられることにな っ

たわけである 。

　このような１９７０年代末のアメリカ ・汎用 コソピ ュータ市場で，Ｉ　ＢＭ杜は ，

設置台数でみてみると，表５０に示されているように，設置総台数１１１，２５４台の

うちの７５，１１０台，すなわち６７５劣を占めることになっていた。１０年同１」の１９６９年

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２３５）



７６　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻 ・第２号）

の時点では，それは，高く見積っても６４．３劣と算定されたので，この問，Ｉ　Ｂ

Ｍ杜の設置総台数に占めるシ ェァは，設置総台数そのものが約２倍に増加する

ような産業全体の成長状況の下で，６４．３劣から６７．５劣へ， むしろシ ェアを上昇

させることになったわげである 。

　「５人の小人たち」のうちでは，ＧＥ杜の コソピュータ事業を買収したハネ

ウヱ ル杜（Ｈ　Ｉ　Ｓ杜）が設置台数 シェ アを１９６０年代末の６労台から１０．１労へ，

犬きく上昇させた。他方，スベリー・ ラソド杜は，同じようにＲ　ＣＡ杜の コソ

ピュータ事業を買収したが，１９６０年代末の７劣台から６７％へ， さらにシ ニア

を低下させることにな った。また，同じ期問に，バロース杜は３劣から５７劣

ヘシ ェアを上昇させたが，他方ＮＣ　Ｒ杜は，８劣台から５．３劣へかなり大きく

シェ アを低下させた。なお，コソトローノレ ・データ杜の場合には，設置台数の

絶対数そのものが大幅に低下しているようにみえるが，これは１つには１９６０年

代末の設置台数では一体にたっていたミニ ・コソピュータの部分が別に分離さ

れたからであり ，もう１つは汎用 コソピ ュータの部分では大型 コソピ ュータ事

業ヘウェイトがシフトしたことによるものである 。

　ところで，先に◎でのべたように，１９７０年代に入ってからの汎用 コソピ ュー

タ市場構造の大きた変化の１つに，Ｉ　ＢＭ機のプラグ ・コソバティブルＣ　ＰＵ

メーカーの登場があ った。表５０によれば，１９７８年はじめの時点でこのようなプ

ラグ ・コソバティブルＣ　ＰＵメーカーの先発２杜，アムダール杜とアイテノレ杜

の設置台数は，それぞれ８６台，６０台となっている 。

　以上のような設置台数にもとつく市場構造の状況をさらに設置金額を指標と

してみてみる 。表５２は，１９７０年代に入ってからの，設置金額による主要汎用 コ

ソピ ュータ企業のマーケット ・シ ニアの推移を示したものである（ただし，本表

は， １９６０年代の推移を示した，本稿（４），本誌，第３２巻第４号，４６ぺ一ソの表３２と典拠が異

なるため，１９７０年の数字は一致していない）。

　表５２をみてみると，Ｉ　ＢＭ杜の設置金額 ンヱ アは，先にみたように１９６０年代

末に７４劣台にまで上昇したあと ，１９７０年代に入ってからは，しだいに低下し，

１９７５年には５８．３％まで下っている 。１９７６～７８年の間は，ブラグ ・コソバティブ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２３６）
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表５２設置金額による汎用 コンピ ュータ企業のマーケ ツトシ ェア推移
　　（ユ９７０～ユ９７８年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 ：％）

会杜名 １９７８ １９７７ １９７６ １９７５ １９７４ １９７３ １９７２ １９７１ １９７０

１
Ｉ　

ＢＭ ／・・
．・
１・・

．・
／・・

．・

５８ ．３

Ｐ１ｕｇ一

５９ ．１ ６０ ．５ ６３ ．５ ６７．２ ６９ ．３

２ Ｃｏｍｐａｔｉｂｌｅ
４． Ｏ ４． １ ３． ４ ２． ６ １．

８
一

３ Ｈｏｎｅｙｗｅ１１ ７． ９ ８． ２ ７． ８
Ｓｐｅ１

町一

９． ３ ９． ８ １０．５ １０．０ ９． １ ７． ９

４ ＵｎｉＶａＣ
７． ４ ７． ５ ７． ８ ６． ９ ７． ２ ７． ５ ７． ６ ５． ４ ６． Ｏ

５ Ｂｕｒｒｏｕｇｈｓ ５．
６ ５． ８ ５．

９ ５．
２ ５．

２ ４． ７ ４． ５ ４． ３ ３． ３

６ Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｄａｔａ ３． ２ ３． ４ ３． ５ ３． ９ ４． １ ４． ２ ４． ２ ３． ７ ４． ２

７ Ｎ　Ｃ　Ｒ ２． ２ ２． ３ ２． ３ ２． ６
Ｄｉｇｉｔａｌ

２． ６ ２． ５ ２． ４ ２． １ ２． ２

８ Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ
Ｏ．
９ ０． ７ ０． ７ ３． ２ ２． ４ ２． ０ １． ５ １． ３ １． ２

９ Ｒ　Ｃ　Ａ ２． ２ ３． １

１０ Ｘｅｒｏｘ
１． ０ １． ２

１１ そ　の　他 ０． ４ Ｏ． ４ １．
４ ６． ６ ５．

５ ４． ７ ３． ７ １． ９ １． ６

合　　　計 １００ ．Ｏ １００ ．Ｏ １００．０ １００．Ｏ １００．Ｏ １００ ．Ｏ １００ ．Ｏ １００ ．０ １００ ．０

　（出所）　日本電子計算機株式会杜『ＪＥＣＣコンピューター・ ノート（ユ９８０年版）』１９８０年，２３ぺ一ジ第３－１表およ

　　　び２４ぺ一ジ第３－２表より作成 。

ル． メーヵ一と数字が込みになっているので正確にはわからないが，すう勢と

していく分回復していると思われる。しかし，それでも，それはせい壱い６２～

６３％の水準までと考えられる（１９７６年以降，プラグ ・コソパティ ブル ．メ＿ヵ＿のシ

ェァは８～１０％程度まで上昇していると推測される）。 すでにみたように，他方で ，

この問のＩ　ＢＭ杜の設置台数のシ ェアの方はかなり上昇することになっていた

が・ これが設置金額 ンニ ァでは逆の動きになっているのは，先の表５０にみられ

るように，この問のＩ　ＢＭ杜の設置台数の増加に大きなウェイトをもっ ていた

のは，低価格帯の小型 コソピ ュータ群，システム３の各モデルであ ったことに

よると思われる 。１９７８年はじめのＩ　ＢＭ杜の設置台数７５，１１０台のうち，３７，８９５

台， すたわち約半分はシステム３によっ て占められていた。この結果，設置台

数ンヱ ァは上昇したが，設置金額 ソェ ァはそれほと大きく上昇することにはな

らなかったわげである 。

　これに対して，「５人の小人たち」の方では，１９７０年代はじめＧ　Ｅ杜，Ｒ　ＣＡ

杜の コソピ ュータ事業を買収したハ不ウヱノレ杜， スペリー・ ラソト杜が，当然

のことながらシ ェァを上昇させた。買収直前には４．８劣，６．Ｏ劣（１９７０年）だ っ

た両杜のンェ ァは・買収直後にはそれぞれ９１劣（１９７１年），７６％（１９７２年）に

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２３７）



７８　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻 ・第２号）

まで上昇することにたった。しかし，その後は，一時，ハネウェ ル杜がシ ェァ

を１０〃このせることはあ ったが，両杜ともシ ェアをむしろ低下させることにな

った（ハネウヱノレ杜の場合，１９７３年に１０．５％まで上昇したシ ェァを，１９７８年にはふたた

び７．９％まで低下させることにな った）。 その他の「小人たち」のうちではバ肩一

ズ杜のシ ェア上昇が目立った。同杜は，１９７０年には３．３％だ ったシ ェアを１９７９

年には５．９刎こまで上昇させた（１９７８年には５．６％）。 他方，ＮＣＲ杜とコソトロ

ーノレ ・データ杜のシ ェアには，この間それほど大きな変化はみられなかった 。

　以上，表５２にもとついて，設置金額からみた１９７０年代における汎用 コソピ ュ

ータ企業各杜のマーケ ヅト ・シ ニアの推移をみてみた。それは，先の設置台数

からみたそれと，たしかにいく分ちがった動向を示しているが，しかしいずれ

にしてもそれらは，この１９７０年代の「第３．５世代」においてもアメリカ ・汎用

コソピ ュータ産業の市場構造が，Ｉ　ＢＭ杜を中心とした典型的なガリヴァー支

配型の構造をゆるぎなく再生産し続げていたことを示している 。

　　　ミニ ・コンピ ュータの市場構造

　つぎに，ミニ ・コソピ ュータの市場構造についてみてみる 。

　すでに（３）でのべたように，ミニ ・コソピ ュータの歴史は
，１９６５年，デ ィジタ

ノレ ・エクイプメソト杜が出した超小型 コソピ ュータＰＤＰ－８に始まる 。

　このＰＤＰ－８の出現を契機として，１９６０年代後半，このような超小型 コソピ

ュータ市場に相次いで多数の企業が参入し，ミニ ・コ；／ピ ュータ市場が急速な

展開をみせることにな った。この問の事情についても，すでに（３）でみたとお

りであるが，１９７０年代に入るとこの勢いはさらに強まり ，設置台数でみると ・

１９６９年から１９７８年の問に，汎用 コソピ ュータでは約２倍の増加であったのに対

して，ミニ ・コソピ ュータの方は約６，５００台から３１７
，２３３台へ， ５０倍近い増加

を示すことにな った 。

　このような１９６０年代後半以降のミニ ・コソピ ュータ市場の拡大をつくり出し

た企業群を１９７８年は ．じめの時点でみてみると，表５０のとおりである ・

　表からわかるように，この時点でミニ ・コソピュータ市場を構成する企業は

　　　　　　　　　　　　　　　　（２３８）
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少くとも３４杜にのぽっている。これらの企業のうち，先に説明した汎用 コソピ

ュータを主力としながらこの分野にも進出している企業は，コソトロール ・テ

ータ杜，ハネウェ ル杜，Ｉ　ＢＭ杜，スペリー・ ラソド杜である。スペリー・ ラ

ソト杜の場合には・１９７７年４月，それまでミニ ・コソピ ュータの中堅企業であ

ったヴ ァリアソ ・データ ・マシソズ杜を買収して，この分野に進出した 。

　これらのミニ ・コソピ ュータ企業は，当然のことながら，一方ではデ ィジタ

ル・ エクイプメソト杜のように設置台数が１０万台を超えるものから，他方では

それが１００台にも満たないものまで，大小さまざまの観模のものから成り立 っ

ている。そこでこれらを大まかに分げれぱ，¢すでに設置台数が１万台を超え

ているもの，◎１，ＯＯＯ台以上～１万台末満のもの，　まだ１，ＯＯＯ台に達してい

ないもの・という３つぐらいのラソクに分げられるであろう。このうち，設置

台数が１万台を超える第１のラソ州こ入るのは，具体的にはデ ィジタル ・ニク

イプメソト杜を筆頭に，コソピ ュータ ・オートメーノヨソ杜， テータ ・セネラ

ノレ杜， ゼネラノレ ・オートメーシ ョソ杜， ヒュ レットー パッ カード杜，マイクロ

データ杜，スペリーラソド杜（旧ヴ ァリァソ ・データ ・システムズ杜），テキサス ・

イソスツルメソツ 杜， などである 。

　Ｉ　ＢＭ杜についていえぱ，この表の対象に入る本格的なミニ ・コソピ ュータ ，

ノリース１が発表されたのがようやくユ９７６年１１月のことであり ，この時点では

まだそれほど多くの設置台数を獲得するに至っていない。上の企業区分でいえ
ぱ， ようやく第２のランクに入るにとどまっ ている 。

　ところで，表５０が示す設置台数はそれまでの各企業の活動の蓄積度合を示す

指標であるが，１９７８年の時点に立ってそれからの市場構造の動向を考えようと

すると・その時点での各企業の出荷台数，出荷金額の状況が重要な指標となる 。

売り切り部分が多いミニ ・コソピ ュータの場合には，とくにこの点が重要であ

る。 そこで，さらに１９７８年のアメリカ ・ミニ ・コソピ ュータ企業の出荷状況を

示してみると，表５３のとおりである 。

　出荷台数でみてみると，やはりデ ィジタル ・エクイプメソト杜が４７，５００台で ，

全体の４７．５劣を占め，圧倒的なトッ ブを行っている。これに続くのは，データ

　　　　　　　　　　　　　　　　（２３９）
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表５３１９７８年ミニ ・コソピ ュータ企業の出荷状況

会　　杜　　名

１　　　Ｄ１ｇ１ｔａ１Ｅｑｕ１ｐｍｅｎｔ

２　　　Ｈｅｗ１ｅｔｔ－Ｐａｃｋａｒｄ

３　　　　Ｄａｔａ　Ｇｅｎｅｒａ１

４　　　Ｈｏｎｅｙｗｅ１１

５　　　Ｐｅｒｋｍ＿Ｅｌｍｅｒ

６　　　Ｇｅｎｅｒａ１Ａｕｔｏｍａｔ１ｏｎ

７　　　Ｔｅｘａｓ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ

８　　　ｐｒｉｍｅ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ

ｇ　　　Ｉ　ＢＭ

１０　　　　　Ｍｉｃｒｏｄａｔａ

１１　　　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ａｕｔｏｍａｔ１ｏｎ

１２　　　Ｍｏｄｕｌａｒ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍｓ

１３　　　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｅｎｇｍｅｅｒｍｇ　Ｌａｂ

１４　　　Ｈａｒｒｉｓ

１５　　　Ｓｐｅｎｙ－Ｕｎｉｖａｃ

１６　　　Ｔａｎｄｅｍ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒｓ

１７　　そ　　の　　他

合　　　　　　　計

（。鵠綴）シ 勇）ア出荷台数
シ（勇）ア

１． ４２０

　５３５

　４１０

　２００

　１１３

　１１１

　１１０

　９４

　８０

　７６

　６８

　６５

　５０

　４０

　３８

　３１

　２０９

３， ６５０

３８，９　　　　　　４７．５００

１４．７　　　　　　８，Ｏ００

１１，２　　　　１２．９００

５． ５　　　　　　２．０００

３． １　　　　　　２．１００

３． ０　　　　　　２．６００

３． ０　　　　　　６．０００

２． ６　　　　　６７０

２． ２　　　　　　２．８００

２． １　　　　　　１ ．３８０

１． ９　　　　　　　６．０００

１． ８　　　　　８００

１． ４　　　　　３００

１． １　　　　　３００

１． ０　　　　　　　１ ．０５０

０． ８　　　　　９０

５． ７　　　　　５，５１０

・・…１肌…

４７．５

８， ０

１２．９

２． ０

２． １

２． ６

６． Ｏ

Ｏ． ７

２． ８

１． ４

６． ０

０． ８

０． ３

０． ３

１． １

０． １

５． ５

１００．０

　（出所）　目本電子計算機株式会杜『ＪＥＣＣコンピューター・ ノート（１９８０年版）』１９８０年，６７ぺ一ジ第３－１７表 。

・ゼネラノレ杜の１２，９００台，ヒュレットー パッ カード杜の８
，Ｏ００台，テキサス ．

イソスツノレメソツ杜とコソピ ュータ ・オートメーショソ杜の６，ＯＯＯ台，などで

ある 。

　これらのトッ プ・ グノレープ企業に対して，Ｉ　ＢＭ杜の１９７８年の出荷台数は

２， ８００台で，まだ全体の２８劣を占める位置にあった 。

　出荷金額でみてみると，出荷台数による場合とはラソキソグは多少変ってく

るが（表５３は，出荷金額でラソキソグが作られている），デ ィジタノレ ・エクイプメソ

ト杜の圧倒的なトッ ブは変らない。同杜は，出荷金額でも全体の３８・９％を占め

ている。これに続くのは，やはりヒュレットー バッヵ一ド杜とデータ ・ゼネラ

ル杜で，それぞれ全体の１４．７劣，１１．２％を占めることになっている。このよう

な状況の中でこれら３杜が「ミニ ・コソの御三家」と呼ぱれるようになってい

たことは，すでにふれたとおりである 。

　これに対して，Ｉ　ＢＭ杜は，出荷金額のラソキソグで９位にあり ，全体の

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２４０）
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２． ２〃のシ ェアを占めるにとどまっ ていた。すでにみたように，Ｉ　ＢＭ杜は

１９７０年の中葉になってようやくミニ ・コソピ ュータ市場への進出を本格化しつ

つあったが，まだまだこの分野での立ち遅れは覆いがたく ，苦戦を続げること

になっていたわげである 。（未完）　　　　　　　　　　　　（１９８４年６月１日）

（１２４１）
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　　　　　　　表５０１９７８年におげる企業別 ・機種別 コソピ ュータ設置台数

（１〕汎用コソピュータの設置台数　　　　　　　　　　　　　　　　（１９７８年１月１日現在）

会杜名

Ａｍｄａｈ１

Ｂｕｒｒｏｕｇｈｓ

Ｃｏｎｔｒｏ１Ｄａｔａ

機種名

４７０ｖ／５

４７０ｖ／６，ＩＩ

４７０ｖ／７

　合　　計

Ｂ２／３／５００

Ｂ１７１０

Ｂ１７２０

Ｂ１８００

Ｂ２５００

Ｂ２７００

Ｂ２８００

Ｂ３５００

Ｂ３７００

Ｂ３８００

Ｂ４５／４７００

Ｂ４８００

Ｂ５５００

Ｂ５７００

Ｂ６７００

Ｂ６８００

Ｂ７７００

Ｂ７８００

　合　　計

Ｏｍｅｇａ４８０＿１

０ｍｅｇａ４８０＿２

Ｃｙｂｅｒ＿７１

Ｃｙｂｅｒ＿１７１

Ｃｙｂｅｒ＿７２

Ｃｙｂｅｒ＿１７２

Ｃｙｂｅｒ＿７３

Ｃｙｂｅｒ＿１７３

Ｃｙｂｅｒ＿７４

Ｃｙｂｅｒ＿１７４

Ｃｙｂｅｒ＿１７５

Ｃｙｂｅト７６

Ｃｙｂｅｒ＿１７６

標準的 レソ
タル料月額
　（ドル）

６６，Ｏ００

９９ ，ＯＯ０

９８，０００

　６．６００

　２．６００

　６．７００

　５．２００

１０．４００

１０．４００

１１．９００

１９．０００

２５．０００

１７．８００

３１．５００

３６，ＯＯ０

３５，Ｏ００

３３．５００

６６．０００

４７．５００

１４１，ＯＯ０

１５０，ＯＯＯ

１０，Ｏ００

１４．２００

１９．８００

２６ ．５００

４０．５００

４７．５００

６１ ．０００

７７．０００

１３５，Ｏ００

９２．０００

１５７．０００

１８０，Ｏ００

１８４，０００

最初の
出荷年月

７７年９月

７５年６月

７８年８月

６１年１１月

７２年８月

７３年２月

７７年３月

６７年２月

７２年８月

７６年１２月

６７年５月

７２年１１月

７７年４月

７１年１０月

７６年９月

６３年３月

７０年１２月

６９年１１月

７７年６月

７７年８月

７８年８月

７７年６月

７８年５月

７６年７月

７７年８月

７１年１０月

７５年７月

７２年３月

７５年９月

７２年３月

７５年９月

７５年８月

７２年３月

７８年１月

設　置　台　数

アメリカ
１アメ１カ以外１

５

６４

６９

１

１６

１７

　４０５

１． ２９０

　５１０

　３５

　５６

　４００

　２１

　３００

　３６０

　１０

　３５０

　４０

　４３

　　７

　１５５

　　１７

　３１

４， ０３０

　２６５

　６６０

　２２５

　　７

　７０

　２００

　２３

　２４５

　２５５

　　５

　１３５

　１４

　１４

　　８

　１１０

　　８

　１３

２， ２５７

８

３

１

１４

１５

１９

７

３０

１０

１４

７

６

５０

３５

３４

３７

１７

１４

８

１０

合　　計

６

８０

８６

　６７０

１． ９５０

　７３５

　４２

　ユ２６

　６００

　４４

　５４５

　６１５

　１５

　４８５

　　５４

　５７

　　１５

　２６５

　２５

　４４

６， ２８７

８

９

ユ

６４

５０

５３

４４

４７

２４

２２

１７

（２４２）
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会杜名　　機種名

Ｇ－２０

１６０４

３１／３１５０

３１７０

３２００

３３００

３４００

３５００

３６００

３８００

６２００

６４００

６５００

６６００

６７００

７６００

Ｓｔａｒ－１００

　合 計

・… 　１・・・…
Ｄｉｇｉｔａ１　　　　２０４０

　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ２０５０

　　　　　　　ＰＤＰ－６

　　　　　　　１０４０／５０

　　　　　　　１０６０／７０

　　　　　　　１０８０／９０

　　　　　　　　　合 計

Ｈｏｎｅｙｗｅ１１　　　　　　６１／５８

　　　　　　　　　　　６１／６０

　　　　　　　Ｎｉｖｅａｕ６２

　　　　　　　　　　　６４／２０

　　　　　　　　　　　６４／３０

　　　　　　　　　　　６４／４０

　　　　　　　　　　　６４／５０

　　　　　　　　　　　６４／６０

　　　　　　　　　　　６６／０５／０７

　　　　　　　　　　　６６／１０／１７

　　　　　　　　　　　６６／２０／２７

　　　　　　　　　　　６６／４０

　　　　　　　　　　　６６／６０

標準的 レソ
タル料月額
　（ドル）

１９．６００

４２，ＯＯ０

　９ ．８００

２２．０００

１４．７００

３４．５００

２３．７００

３１ ，ＯＯ０

４９，ＯＯ０

６０，ＯＯ０

４２．５００

６３．０００

８６，ＯＯ０

１２０，ＯＯ０

１４０，ＯＯ０

１９５，ＯＯ０

２８０，ＯＯＯ

２１５，０００

１０．４００

１８．８００

１０，ＯＯ０

１７．３００

１９ ．５００

２７，０００

２． ２００

３． ２００

４． ９００

９． ８００

１１ ．０００

１３．９００

１５．７００

２１ ，Ｏ００

１７．６００

２７．５００

３８，ＯＯ０

６３，Ｏ００

９１ ，ＯＯＯ

最初の
出荷年月

６！年４月

６０年１月

６４年１２月

７０年１２月

６４年５月

６５年９月

６４年１１月

６９年１月

６３年６月

６５年１２月

７０年１１月

６６年５月

６７年１２月

６４年８月

７０年７月

６９年１月

７４年ユ２月

１・・年・月

７６年６月

７７年５月

６４年１０月

６７年１０月

７２年６月

７５年６月

・・年・月１

７４年６月

７４年１０月

７４年１０月

７６年１１月

７４年１０月

７７年７月

７７年６月

７６年１０月

７５年６月

７４年１１月

７４年１０月

７４年１０月

設　置　台　数

アメリカ

　４

　８

４８

１９

３３

８６

　４

３０

１６

ユ２

　１

５０

１５

４７

　３

２３

　４

５３１

１アメ１カ以外１合
計

ユ９

１９

２４

５９

３

１０

１３

２

３

４０

１４

２２

６

４４５

　４

　８

６７

３８

５７

１４５

　７

４０

２９

１４

　４

９０

２９

６９

　３

２９

　４

９７６

・！
１ ３

９０

２０

　７

１６５

１２０

６０

４６２

１１５

７８

４４０

１９５

　５

３４

　１

４４

５６

８４

３２

４０

８５

　３

　１

１４０

９５

３２

３５６

１７５

２３

　８

３０５

２１５

９２

８１８

６６０

８３０

４７０

３１０

３０

６５

　２

　７

３４

７５

ユ２１

３５

１４

７７５

９０８

９１０

５０５

３５

９９

　３

　７

７８

１３１

２０５

６７

５４

（２４３）



８４ 立命館経済学（第３３巻 ・第２号）

会杜名

ＩＢＭ

機種名

　　　６６／８０

　　　６８／８０

シリーズ６０

　　　の合計
’ンリーズＧ －５０

シリーズＧ －１００

シリーズＧ －２００

シリーズＧ －４００

シリーズＧ －６００

Ｇ－６０２３／２５

Ｇ－６０３０／４０

Ｇ－６０５０／６０

Ｇ－６０７０／８０

Ｇ－６１８０

Ｇａｍｍａ１Ｏ

Ｇａｍｍａ３０

Ｇシリーズの
　　　　合計
Ｈ－１０５／１１５

Ｈ－１１０／１２０

Ｈ－１２５

Ｈ－２００

Ｈ－２０２０

Ｈ－２０３０

Ｈ－２０４０

Ｈ－１０１５

Ｈ－２０５０

Ｈ－１２００

Ｈ－２０１５

亘一２０６０

Ｈ－２２００

Ｈ－２０７０

Ｈ－３２００

Ｈ－４２００

Ｈ－８２００

Ｈ－４／１４００

Ｈ－８／１８００

Ｈシリーズの
　　　　合計
　合　計
ＩＢＭ３／４

ＩＢＭ３／６

標準的 レソ
タル料月額
　（ドル）

１１２，Ｏ００

１００，０００

　１ ．９００

　４．９００

１０，ＯＯ０

１６．０００

８０．０００

３２．０００

４２．０００

７０．０００

１０８．０００

１０８．０００

　２．５００

１０，０００

６． ４００

５． ４００

８． ６００

７． ５００

３． ７００

６． ０００

１３．２００

１４．５００

２０．０００

１４．６００

２１ ．５００

２０．５００

２０，Ｏ００

３４．５００

２８．５００

４６．５００

７５，ＯＯ０

１４，ＯＯ０

３５，ＯＯＯ

１． １００

１， ８００

最初の
出荷年月

７４年１０月

７４年１０月

７０年８月

６６年４月

６１年４月

６４年５月

６５年４月

７３年１１月

７１年６月

７１年７月

７１年７月

７４年２月

６４年７月

６２年２月

７０年３月

６６年１月

６７年１２月

６４年３月

７３年２月

７３年１月

７２年４月

７１年４月

７２年４月

６６年２月

６１年２月

７２年４月

６６年１月

７２年５月

７０年２月

６８年９月

６９年２月

６１年１２月

６０年１２月

７６年６月

７０年１２月

設　置　台 数

アメ１カ１アメ１カ以外１

　１２

　７
１， １４３

２４０

８５

１１５

２０５

３４

３１

５４

８６

５０

　５

９０５

２７０

１２５

　２２

２５０

４５５

１０５

２４０

　３０

１１０

２２０

　３７

　４２

　９３

　３５

　９１

　１２

　１４

　１２

　１０

２． １７３

４， ２２１

５１０

９４０

　　９

　　２

２， ６６４

１． ０９０

　８００

　２８

　２０５

　２６

　２６

　１３５

　６４

　２７

　５５０

　５２

３， ００３

２９０

１２５

１４５

１２０

１５０

　５６

１４０

　２７

　９５

　９１

　２６

　２１

　３４

　２
　３６

　３
　１０

　１６

　１３

１． ４００

７， ０６７

１４０

９１５

合　　計

　２１

　　９

３， ８０７

１． ３３０

　８８５

　１４３

　４１０

　６０

　５７

　１８９

　１５０

　７７

　　５

　５５０

　５２
３， ９０８

　５６０

　２５０

　１６７

　３７０

　６０５

　１６１

　３８０

　５７

　２０５

　３１１

　６３

　６３

　１２７

　３７

　１２７

　１５

　２４

　２８

　２３
３． ５７３

１１，２８８

　６５０

１， ８５５

（２４４）



Ｉ　ＢＭ杜の組織変革１７）（坂本） ８５

会杜名 機種名

ＩＢＭ３／８

ＩＢＭ３／１０

ＩＢＭ３／１２

ＩＢＭ３／１５

システム３の
　　　　合計
３０３１

３０３２

３０３３

３７０／１１５

３７０／１２５

３７０／１３５

３７０／１３８

３７０／１４５

３７０／１４８

３７０／１５５

３７０／１５８

３７０／１６５

３７０／１６８

３７０／１９５

３７０の合計

３６０／２０

３６０／２２

３６０／２５

３６０／３０

３６０／４４

３６０／４０

３６０／５０

３６０／６５

３６０／６７

３６０／７５

３６０／８５

３６０／９ｘ

３６０の合計

１１３０

１４０１

１４０１－Ｇ

１４０１－Ｈ

１４１０

１４４０

標準的 レソ
タル料月額最初の
　（ドル）　出荷年月

２， ＯＯ０　７５年６月

２． ６００　７０年１月

３． ６００　７６年３月

６． ５００　７４年３月

６２，ＯＯ０　７８年３月

１１１，Ｏ００　７８年３月

１７８，ＯＯ０　７８年３月

　９．１００　７４年４月

１２．８００　７３年６月

２０．５００　７２年５月

２０，Ｏ００　７６年１１月

３８．５００　７１年７月

３４．５００　７７年３月

７０，Ｏ００　７１年２月

１００，Ｏ００　７３年５月

１３０，Ｏ００　７１年６月

１８５，ＯＯ０　７３年７月

２７５．０００　７１年３月

　２．９００　６５年１２月

　３．７００　７１年７月

　８．３００　６８年１０月

１１．２００　６５年６月

１８．７００　６６年７月

１９，ＯＯ０　６５年６月

３３．５００　６５年８月

７２，ＯＯ０　６５年１１月

１４６，ＯＯ０　６６年６月

１２２．０００　６６年１月

１８３，ＯＯ０　６９年１０月

１９７，ＯＯ０　６７年１１月

２． ６００　６６年２月

３． ７００　６０年９月

２． ４００　６４年５月

１． ７５０　６７年６月

１７．１００　６１年１１月

４． ７００　６３年４月

アメリカ

５． １６０

８． ０２０

４． ４５０

２． ９５０

２２，０３０

１． １５０

１． １００

１． ８２０

１． ２７０

１． ６００

　８６０

　４７５

１． ５００

　１２０

　５２５

　　１２

１０，４３２

１． ０８０

　１００

　１００

１． ７３０

　４４
１． １００

　５００

　４００

　１９

　２５

　　１

　１０

５， １０９

１． ３５０

　５００

設　置　台　数

１４１

５

３３

６６

アメリカ以外

４． ７６０

５． ７００

２． ５８０

１． ７７０

１５，８６５

２． ６００

２． ０２０

２． ５５０

１． ２２０

１． ６６０

　８２０

　３２５

１． ４００

　　４２

　３０５

　　４
１２，９４６

１． ９００

　１２０

　３９０

　９００

　４２

　７８０

　２７５

　１５０

　１０

　１７

　　２

　　５

４， ５９１

１． ２００

　４４０

　　９

２６

８３

１合計
９． ９２０

１３．７２０

７． ０３０

４． ７２０

３７，８９５

３． ７５０

３． １２０

４． ３７０

２． ４９０

３． ２６０

１． ６８０

　８００

２． ９００

　１６２

　８３０

　　１６

２３，３７８

２． ９８０

　２２０

　４９０

２． ６３０

　８６

１． ８８０

　７７５

　５５０

　２９

　４２

　　３

　１５

９， ７００

２． ５５０

　９４０

　２３

　　５

　５９

　１４９

（２４５）



８６ 立命館経済学（第３３巻 ・第２号）

会杜名

Ｉｔｅ１

ＮＣＲ

Ｓｉｎｇｅｒ

Ｓｐｅｒｒｙ
－

　　　ＵｎｉＶａＣ

機種名

１４６０

１６２０

７０１０

７０３０

７０４０／４４

７０７０／７４

７０８０

７０９０／９４

　合
ＡＳ／４

ＡＳ／５

ＡＳ／６

　合
８３０５

８４３０

８４５０

８５５０

８５６０

８５７０

８５８０

計

計

Ｃｅｎｔｕｒｙ－５０

Ｃｅｎｔｕｒｙ－７５

Ｃｅｎｔｕｒｙ－１００

Ｃｅｎｔｕｒｙ－１０１

Ｃｅｎｔｕｒｙ＿１５１

Ｃｅｎｔｕｒｙ－２００

Ｃｅｎｔｕｒｙ－２０１

Ｃｅｎｔｕｒｙ＿２５１

Ｃｅｎｔｕｒｙ－３００

３１５

３１５＿ＲＭＣ

　合　　計

Ｓｙｓｔｅｍ１０

ＩＩＩ

ＳＳ－８０／ｇ０

４１８Ｉ／ＩＩ

４１８ＩＩＩ

４９１／４９２

標準的 レソ　最初の
タル料月額
　　　　　　　出荷年月
　（ドル）

１０，ＯＯ０　６３年１０月

２． ７００　６０年９月

２５．５００　６３年１０月

１６０，Ｏ００　６１年５月

３０．０００　６３年６月

２７．０００　６０年３月

６０．０００　６１年８月

７１．０００　６０年８月

１８．８００　７７年６月

３７．５００　７７年３月

５２．０００　７８年４月

２． ９００　７７年６月

４． ２００　７８年５月

６． ２００　７７年１１月

１０．０００　７６年４月

１２．１００　７７年１１月

１５．６００　７６年５月

３０．０００　７８年８月

１． ７００　７１年２月

２． ２００　７６年７月

３． ３００　６８年９月

４， ＯＯ０　７２年１０月

５． １００　７５年２月

７． ６００　６９年９月

１１．２００　７４年８月

２０．０００　７３年１１月

２５．０００　７２年２月

３． ４００　６２年５月

１０．４００　６５年９月

ム…１・・年・・月１

２７，Ｏ００　６２年８月

８． ５００　５８年８月

１０．７００　６３年６月

４０．５００　６９年６月

２８．５００　６１年１２月

アメリカ

　　１４

　１１０

　　　６

　　　２

　　　９

　　７７

　　２４

　　３２

３９，８１３

２０

３５

５５

１０

　３

２６０

　５

３０

設　置　台　数

　４３５

　９０

　３１５

　９７５

　２９０

　２６０

　３００

　７５

　８５

　８５

　２０

３， ２３８

１アメ１カ以外１合計

・，…１

８０

４７

４４

１３

１０

９１

３

１３

１１

　　　９

３５，２９７

５

５

１５０

３０

４５

　６９５

　７４０

　１００

　３９５

　１５５

　７４

　８３

　１２５

　２０

２， ６１２

　　２４

　２０１

　　　９

　　　２

　　２２

　　８８

　　２４

　　４１

７５，１１０

２０

４０

６０

１０

　３

４１０

　５

６０

　４８０

　９０

１． ０１０

１． ７１５

　３９０

　６５５

　４５５

　１４９

　１６８

　２１０

　　４０

５， ８５０

・，…１み…
２８

５

５２

８８

１０

１０８

　５

９９

１３２

２３

（２４６）



Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（７）（坂本） ８７

会杜名 機種名

４９４

１００４

１００５

１０５０

１１０６

１１０７

１１０８

１１１０

９２００

９３００

９４００／８０

９０／２５

９０／３０

９０／６０

９０／７０／９７００

９０／８０

１１００／１０

１１００／２０

１１００／４０

１１００／８０／８１／８２

１１００／８３

１１００／８４

３０１

５０１

３３０１

Ｓｐｅｃｔｒａ７０／１５

Ｓｐｅｃｔｒａ７０／２５

ｓｐｅｃｔｒａ７０／３５

ｓｐｅｃｔｒａ７０／４５

Ｓｐｅｃｔｒａ７０／４６

ｓｐｅｃｔｒａ７０／５５

Ｓｐｅｃｔｒａ７０／６０

Ｓｐｅｃｔｒａ７０／６１

Ｓｐｅｃｔｒａ１６００

ｓｐｅｃｔｒａ７０／２

Ｓｐｅｃｔｒａ７０／３

Ｓｐｅｃｔｒａ７０／６

Ｓｐｅｃｔｒａ７０／７

　合　　計

標準的 レソ
タル料月額
　（ドル）

７９．０００

１． １００

２． ０００

９， ３００

４４，Ｏ００

６０，Ｏ００

９１ ，ＯＯ０

１３８，Ｏ００

　２．３００

　５，ＯＯ０

１２．５００

　３．８００

　７．６００

２３，Ｏ００

２９．０００

６５．０００

３５．５００

４７，ＯＯ０

７８．０００

１１２．０００

１９５，Ｏ００

２３８，０００

６． ９００

１６．６００

２３．５００

４． ６００

７． ８００

１４．４００

２７．０００

４４．５００

４２．５００

５０．０００

５５，ＯＯ０

４． ３００

１３．９００

２２．５００

３６．５００

４４，５００

最初の
出荷年月

６６年２月

６３年２月

６６年４月

６３年９月

６９年１２月

６２年１０月

６５年９月

７２年６月

６７年６月

６７年９月

６９年５月

７７年８月

７５年２月

７４年１月

７２年８月

７６年１２月

７６年４月

７５年４月

７５年７月

７７年３月

７８年６月

７８年６月

６０年１０月

５９年６月

６４年７月

６５年９月

６５年９月

６７年１月

６５年１１月

６８年１１月

６８年１１月

７０年９月

７１年３月

６９年１月

７１年７月

７１年１０月

７１年１０月

７１年１０月

設　置　台　数

アメリカ

６１

２５５

２０５

１２０

８６

　４

１５２

５８

５４５

４４０

２３０

５０

６２５

９２

１６

１４

４１

１９

３５

　３

３３

４

４１

３

　５５

　１５５

　２８

　　５

　２５

　　４

　３４

　３４

　１７

　３４

　２２

３， ７２９

アメリカ以外

５８

２３０

８２

４５

２２５

　８

９１

７５

６１５

４７０

４２０

５０

８５０

９７

３６

　３

４８

３２

４５

　５

４

７

１

８

１

３， ６８９

合　　計

１１９

４８５

２８７

１６５

３１１

１２

２４３

１３３

１． １６０

　９１０

　６５０

　１００

１． ４７５

　１８９

　５２

　１７

　８９

　５１

　８０

　　８

　３７

　　４

　４１

　　３

　　７

　５６

　１６３

　２９

　　５

　２５

　　４

　３４

　３４

　１７

　３４

　２２

７， ４１８

（２４７）



８８ 立命館経済学（第３３巻 ・第２号）

標準的 レソ
最初の 設　置　台　数

会杜名 機種名 タル料月額
（ドル） 出荷年月

アメリカ アメリカ以外 合　　計

Ｘｅｒｏｘ Ｓｉｇｍａ５ １４，６００ ６７年８月 １２２ ２１ １４３

Ｓｉｇｍａ６ ２３，５００ ７０年１１月 ３２ １４ ４６

Ｓｉｇｍａ７ ２８，５００ ６６年１２月 ５８ ９ ６７

Ｓｉｇｍａ８ ２１，５００ ７１年９月 ５ ６ １１

Ｓｉｇｍａ９ ５４，Ｏ００ ７１年１１月 ６８ ３０ ９８

５３０ ４， ０００ ７３年８月 １０５ ３８ １４３

５５０／５６０ １４，２００ ７４年１１月 ３４ ５ ３９

９４０ ２６，０００ ６６年４月 ３９ ３ ４２

９３００ ８， ３００ ６４年１１月 １５ ４ １９

合　計 ４７８ １３０ ６０８

合計
５８，０７８ ５３，１７６ １１１，２５４

（２）ミニ ・コソピュータの設置台数

会杜名

Ａ１ｒｔｒｏｎ１ｘ

Ｂｙｔｒｏｎ収

Ｃｅｎｔｕｒｙ

Ｃｏｍｐｕｔｅｒ

Ｃｉｎｃｉｎｎａｔｉ

Ｍ１ｌａｃｒｏｎ

Ｃｏｍｐｕｔｅｒ

Ａｕｔｏｍａｔ１ｏｎ

機種名

ＰＣ－１２／７

シリーズ１０００

シリーズ２０００

　合　　計

Ｃ－２００

ＣＩＰ－２０００

ＣＩＰ＿４０００

１０８／２０８／８０８

１１６

２１６

８１６

Ａｌｐｈａ＿８，Ｎａｋｅｄ

Ｍｉｎｉ－８

刈ｐｈａ＿１６
，

　　　　Ｎａｋｅｄ
Ｍｉｎｉ－１６

ＬＳＩ－２／１０
．

　　２／２０．　２／６０

ＬＳ工一３／０５

ＬＳＩ－４／１０

ＬｓＩ／４／３０

ＬｓＩ－４／ｇｏ

　　合　　計

買取価格
（ドル）

２０，０００

６， Ｏ００

８， ０００

５， ０００

４． ０００

４， ０００

｝

｝

５． ０００

８． ０００

８， ＯＯ０

１０，０００

２， ＯＯＯ

３， ＯＯＯ

２． ０００

１， Ｏ００

１， Ｏ００

２． ０００

４， ＯＯＯ

最初の
出荷年月

７１年９月

７７年１２月

７８年１２月

・・年・月１

６９年７月

７６年１２月

６８年４月

７０年８月

６９年７月

６８年１２月

７２年５月

７１年１０月

７３年１２月

７６年２月

７７年６月

７７年６月

７７年６月

設　置　台　数

アメリカ

１３５

５

５

１５０

３， ０５０

　ＮＡ

｝

２８０

２００

３５０

４０

４， ０６０

１２．１００

　８３０

　　４４

　　３０

　　１０

１７，９４４

アメリカ以外

４０

５

５

０

４８０

ＮＡ

３０

５０

４５

５

１， ０８７

１． ２７９

　２２５

　１０

　　８

　　２

２， ７４１

合　　計

１７５

１０

１０

１５０

３， ５３０

　ＮＡ

３１０

２５０

３９５

４５

５， １４７

１３．３７９

１． ０５５

　　５４

　　３８

　　１２

２０，６８５

（２４８）



Ｉ　ＢＭ杜の組織変単（７）（坂本） ８９

会杜名

Ｃｏｍｐｕｔｅｒ

　　　　　Ｔａ１ｋ

Ｃｏｎｔｒｏ１Ｄａｔａ

Ｄａｔａ

Ｇｅｎｅｒａ１

Ｄａｔｕｍ

Ｄｉｇｉｔａ１

　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ

機種名

ＣＴ－４００

ＣＴ＿４０７

　　合　　計

１７００

１７００＿ＳＣ

Ｓｙｓｔｅｍ１７

Ｃｙｂｅｒ＿１８＿１０

Ｃｙｂｅｒ＿１８＿２０

Ｃｙｂｅｒ＿１８＿３０

Ｅ１ｂｉｔ＿１００

　　合　　計

Ｎｏｖａ

Ｎ征１ＣｒＯｎＯＶａ

Ｎｏｖａ－２

Ｎｏｖａ－３／４

Ｎ０Ｙａ－３／１２

Ｎｏｖａ－３／Ｄ

Ｎｏｖａ－８００／８２０

Ｎｏｖａ－８３０／８４０

Ｎｏｖａ＿１２００

Ｓｕｐｅｒｎｏｖａ－ＳＣ

Ｅｃ１１ｐｓｅ－Ｓ／１ｏ０

Ｅｃｌ１ｐｓｅ－Ｓ／１３０

Ｅｃｌ１ｐｓｅ－Ｓ／２００

Ｅｃ１１ｐｓｅ＿Ｓ／２３０

Ｅｃ１ｉｐｓｅ－Ｃ／３００

Ｅｃ１ｉｐｓｅ－ｃ／３３

Ｅｃｌ１ｐｓｅ－Ｍ１／６００

Ｄ－１１２

Ｄ－１１６

Ｄ－４１６／６１６

Ｍｏｄｅ＿５

　　合　　計

Ｅｎｈａｎｃｅｒ　ＥＩ／１６

ＰＤＰ－８／ａ，ｅ ，ｆ，ｍ

ＰＤＰ－８／ｉ，１／ｓ

ＰＤＰ－９，９Ｌ

ＰＤＰ－１１／０４，０５
，

　　１０，　！５，　２０

買取価格
（ド ノレ）

３５，Ｏ００

３２，ＯＯＯ

３７，ＯＯ０

２０．０００

１４，Ｏ００

１４．０００

１６．０００

１１０．０００

　６，Ｏ００

　６，Ｏ００

２． ０００

３， ＯＯ０

　２．０００

１２，Ｏ００

１２．０００

　７．０００

１６．０００

　３．０００

　９．０００

１２，ＯＯ０

１１ ，ＯＯ０

１６ ，ＯＯ０

１５，Ｏ００

２４，ＯＯ０

３０．０００

１６４，０００

３． ０００

５． ０００

３， ＯＯ０

３， ＯＯＯ

８， ０００

４． ０００

８， ＯＯ０

３５，ＯＯＯ

５， ＯＯＯ

最初の
出荷年月

７５年９月

７７年１２月

６６年３月

７０年９月

７４年２月

７６年２月

７６年２月

７６年９月

６７年６月

６９年２月

７６年１１月

７３年１０月

７６年１月

７６年１月

７６年１０月

７１年３月

７３年７月

７０年１２月

７０年４月

７５年２月

７７年８月

７５年２月

７６年１０月

７５年２月

７６年１１月

７８年５月

７０年８月

７１年１１月

７５年９月

７６年２月

１・・年・月

７１年４月

６５年５月

６６年１２月

７０年３月

、Ｌ

．ｒ

設　置　台　数
アメ１カ１アメ１カ以外１

５　　　　　　０

１　　　　　　０

６　　　　　　　０

９７０　　　　　６１０

　５　　　　　４４５

９７５　　　　　　　１ ，０５５

　７５０

１． ２２０

５． ５００

１． ５５０

４． ４００

　５００

２， ユ５０

　６２５

８． ３００

　３００

　２７０

　４００

１． １５０

　６３０

　３１０

　３１０

　　７００

７． ４５０

　　１２５

　　８０

３６ ，７２０

　４００

　３１０

１． ８００

　２５０

１． ５５０

　２２５

　７００

　３５０

３． ３００

　１５０

　　６０

　　５０

　４５０

　１００

　　７０

　　４０

　　４００

１． ３５０

　　１５

　　１０

１１ ，５８０

１５　　　　　　３

２３．９００

５． ７６５

　　２９０

１９ ，０５０

９． ８５０

３． ６８５

　１６０

１１ ，４００

合　　計

５

１

６

１， ５８０

　４５０

２， ０３０

１． １５０

１． ５３０

７． ３００

１． ８００

５． ９５０

　　７２５

２． ８５０

　　９７５

１１ ．６００

　　４５０

　　３３０

　　４５０

１． ６００

　　７３０

　　３８０

　　３５０

１． １００

８． ５００

　　１４０

　　９０

４８，３００

１８

３３．７５０

９． ４５０

　　４５０

３０，４５０

（２４９）



９０
立命館経済学（第３３巻 ・第２号）

会杜名

Ｄ１ｇ１ｔａ１

Ｓｃ１ｅｎｔ１ｉｃ

Ｅ１ｅｃｔｒｏｎ１ｃ

Ａｓｓｏｃ１ａｔｅｓ

機種名
ＰＤＰ－１１／

　　３４，　３５，　４０

ＰＤＰ－１１／

　　４５，　５０，　５５

ＰＤＰ－１１／６０

ＰＤＰ－１１／７０

ＰＤＰ－１１／

　　０３，ＬＳＩ＿１１

ＰＤＰ＿１２

ＰＤＰ－１５，ＸＶＭ

ｖＡｘ－１１／７８０

　　合　　計

Ｍｅｔａ－４／４０００

Ｍｅｔａ－４／５０２０

Ｍｅｔａ－４／５０１０

　　合　　計

Ｐａｃｅｒ－１００

買取価格　最初の
（ドル）　出荷年月

７３年１月

２４．０００　７２年４月

２６．０００　７７年６月

６０．０００　７５年７月

　２．０００　７５年６月

１３．０００　６９年４月

１５．０００　７０年２月

１２８，ＯＯ０　７８年２月

２９．０００　７０年４月

５０，Ｏ００　７８年４月

２１．０００　７８年７月

１５，ＯＯ０　７２年５月

アメリカ

９， ５５０

２． ５５０

　　１２０

２． ０５０

１８．６５０

　　５１０

　　５５０

８２，９８５

１４０

１４０

１３２

設　置　台　数
１アメ１カ以外

４， ９５０

１． １００

　１００

　８００

２． ８５０

　２５５

　３２０

３５，４７０

１５

１５

１０８

１合計
１４，５００

３． ６５０

　　２２０

２． ８５０

２１ ．５００

　　７６５

　　８７０

１１８，４５５

１５５

１５５

２４０

Ｇｅｎｅｒａ１

Ａｕｔｏ蛆ａｔ１ｏｎ

ＣＲＩ

　　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ

ＣＴ＆Ｅ

Ｈａｒｒ１ｓ

ＧＡ－１８／３０

ＳＰＣ－１２

ＳＰＣ－１６

１６／１１０／２２０

１６１３３０

１６１４４０

１６１５５０

　　合　　計

９０９

９９／３０

９９／４０

９９／１０

　　合

Ｔｅｍｐｏ　Ｉ

Ｔｅｍｐｏ　ｎ

計

合　　計

６０２４／１

６０２４／３

Ｓｌａｓｈ４

Ｓ１ａｓｈ５

Ｓ１ａｓｈ６

Ｓｌａｓｈ７

２８．０００　６９年７月

４． ０００　６８年１月

５． ０００　７０年５月

１， Ｏ００　７５年１２月

３， ＯＯ０　７６年１月

９． ０００　７５年７月

　　　　　　７８年３月

４． ０００　７０年１月

５． ０００　７２年６月

６． ０００　７２年６月

３． ０００　７２年６月

１４，Ｏ００　７０年１月

６， Ｏ００　７２年６月

６９，ＯＯ０

４９．０００

２４．０００

１６．０００

２０，Ｏ００

４５，０００

６９年５月

７０年２月

７３年８月

７２年５月

７６年１２月

７５年１０月

　７９０

２． ９００

５． ２００

　７７０

　１８５

　６４０

１０，４８５

　３２０

　５７８

　１１７

　　１８

１， ０３３

　１６０

　９５０

１， １１０

２２

１１９

２０７

４００

４４

１４

　２１０

　８００

２． ２５０

　１３０

　　１５

　２６０

３， ６６５

１５０

２６８

６８

　０

４８６

４０

５０

９０

０

０

１８

２４

４

１

１． ０００

３． ７００

７． ４５０

　９００

　２００

　９００

１４，１５０

　４７０

　８４６

　１８５

　　１８

１， ５１９

　２００

１， Ｏ００

１， ２００

２２

１１９

２２５

４２４

４８

１５

（２５０）



Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（７）（坂本） ９１

会杜名

亘ｅｗ１ｅｔｔ＿

　　Ｐａｃｋａｒｄ

Ｈｏｎｅｙｗｅ１１

Ｉｎｔｅｒｄａｔａ

（Ｐｅｒｋｉｎ
－

　Ｅｌｍｅｒ）

機種名

シリーズ１００

シリーズ２００

　合　　計

２１００Ａ

２１００Ｓ

２１１４－Ａ／Ｂ

２１１５－Ａ

２１１６－Ａ／Ｂ／Ｃ

２１ＭＸ＿Ｋ

２１１ＭＸ＿Ｍ

２１ＭＸ＿Ｓ

３０００

３０００－ＩＩ

　合　　計

３０

３０１０．２

１１２

１１６／３１６／４１６！５１６

７００

１６４×

６／０６

６／３４

６／３６

６／４３

　合　　計

１

２， ３， ４， ５

１３，１５，１６．１８

５０．５５

７０

７４

８０．８５

５／１６

６／１６

７／１６

８／１６

７／３２

８！３２

　合　　計

買取価格
（ドル）

８５，ＯＯ０

１７９ ，ＯＯＯ

　７，Ｏ００

１６ ．０００

　９ ．０００

１５，ＯＯ０

２０．０００

　２，Ｏ００

　４．０００

　６，ＯＯ０

１００，ＯＯ０

１００，ＯＯＯ

　７．０００

１３ ．０００

　５，ＯＯ０

　８，Ｏ００

１６ ，ＯＯ０

１４４，Ｏ００

　８．０００

　３ ，ＯＯ０

　８，Ｏ００

１０，ＯＯＯ

４， ＯＯ０

９． ０００

１５，ＯＯ０

７， ＯＯ０

９， ＯＯ０

３， ＯＯ０

１５，ＯＯ０

１． ０００

２． ０００

３． ０００

４， ＯＯ０

１０，０００

最初の
出荷年月

７５年１０月

７５年１０月

７１年６月

７３年８月

６８年５月

６７年１１月

６６年１１月

７６年６月

７４年６月

７７年１月

７２年１１月

７６年４月

６９年５月

７０年５月

６９年１１月

６６年１０月

７２年６月

６９年１２月

７６年１月

７６年１月

７６年１月

７７年１月

７０年９月

６７年５月

６９年９月

７２年４月

７１年１２月

７３年２月

７２年７月

７７年１月

７６年１月

７４年２月

７７年１月

７４年７月

７５年７月

設　置　台 数

アメ１カ１アメ１カ以外１

８６

３９

９３１

７． ８５０

１． ７７５

１． ０３５

　２４０

１． ２２０

　３００

６． ２００

１， ２００

／…
２０，４２０

　２２５

２：１

。，

。。。１

１． ８５０

　２０

　　　７５０

丁
５， ４９７

　２１０

　６１４

　１４

　１３３

１． ０５７

　３００

　７０

　５５

　６７５

３． １４５

　９０

　６４０

　２６５

７， ２６８

１３

４

６４

３． ３５０

１． ３７５

　４９５

　１００

　５５０

　２００

３． ２００

　７００

４００

１０，３７０

　５０

　　１

　４８

１． ２９５

１． ４５０

　　８

４５０

３， ３０２

・・１

　１５３

　１４

　４０

　３４０

　５６

　１８

　２５

　２６５

　７８８

　４０

　１９２

　ユ４９

２， １０７

合　　計

９９

４３

９９５

１１ ．２００

３． １５０

１． ５３０

　３４０

１． ７７０

　５００

９． ４００

１， ９００

１， ＯＯＯ

３０，７９０

　２７５

　２６

　２７０

３． ７００

３． ３００

　２８

１， ２００

８， ７９９

　２３７

　７６７

　２８

　１７３

１． ３９７

　３５６

　８８

　８０

　９４０

３． ９３３

　１３０

　８３２

　４１４

９， ３７５

（２５１）



９２ 立命館経済学（第３３巻 ・第２号）

会杜　名

ＩＢＭ

Ｋｅｒｏｎｉｘ

Ｌｏｃｋｈｅｅｄ

　Ｅ１ｅｃｔｒｏｎ１ｃｓ

Ｍｉｃｒｏｄａｔａ

Ｍｏｄｕ１ａｒ

Ｃｏｍｐｕｔｅｒ

Ｓｙｓｔｅｍ

工岨ｏｔｏｒｏ１ａ

Ｐｒｉｍｅ

　　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ

Ｒａｙｔｈｅｏｎ

Ｄａｔａ　Ｓｙｓｔｅｍｓ

Ｓｐｅｒｒｙ
－

　　　ＵｎｉＶａＣ

　　（Ｖａｒｉａｎ）

機種名
１シ１一ズ・

ＩＤｓ－１６／８

ＩＤＳ－１６１１０

ＩＤＳ－１６／１２

ＬＥＣ＿１６

ＬＥＣ－Ｊｒ

ＳＵＥ

　　合 計

４００

８００

１６００

３２００／３２３０

Ｍｉｃｒｏ　Ｏｎｅ

　　合　　計

Ｍｏｄｃｏｍｐ－Ｉ

Ｍｏｄｃｏｒｎｐ－ＩＩ

Ｍｏｄｃｏｍｐ－ＩＩＩ

Ｍｏｄｃｏｍｐ－ＩＶ

Ｃｌａｓｓｉｃ７８６０

　　合　　計

ＭＤＰ＿１０００

１００

２００

３００

４００／５００

　　合 計

７０３

７０４

７０６

ＲＤＳ＿５００

　　Ａ
　　日 計

５２０１

６２０／ａ

６２０／ｆ，ｆ－１００

６２０ｉ

買取価格
（ドル）

１０，ＯＯＯ

５， ＯＯ０

４． ０００

４， ０００

１１ ．０００

８， Ｏ００

６， Ｏ００

３． ０００

６， Ｏ００

５， ＯＯ０

８， ＯＯ０

１， Ｏ００

２． ０００

４， Ｏ００

１３，ＯＯ０

４２，ＯＯ０

３７，ＯＯＯ

８， ０００

４， Ｏ００

６， ＯＯ０

１２，Ｏ００

５０，０００

１３．０００

１０．０００

１９，ＯＯ０

１０，０００

６， ０００

１０，Ｏ００

１０，０００

最初の
出荷年月

７４年４月

７４年４月

７４年４月

６９年３月

７１年１月

７２年９月

７０年１月

６９年５月

７２年２月

７４年３月

７４年１１月

７１年１０月

７１年３月

７０年１２月

７４年５月

７８年１月

６９年２月

７３年４月

７２年１１月

７３年９月

７６年６月

６６年１０月

７０年３月

６９年５月

７３年１２月

６８年９月

６５年１２月

７０年６月

６５年１２月

設　置　台　数

アメリカ

１， ３００

！・…

　４９５

１． ９７５

２． ２４０

４， ７１０

　１５５

２． ０５５

６． ６０３

　１１０

　８００

９， ７２３

　６９０

１． ５３５

　　７０

　２５５

２， ５５０

０

２２２

３１１

２９０

１２０

９４３

　１７９

　６９０

　　７５

　６５０

１， ５９４

３３０

１２０

４７０

９２０

１アメ１カ以外

１００

５０

５５

３７５

３６０

７９０

　　　０

１． ３８０

１． １３２

　１００

　１２０

２， ７３２

１４０

３９５

　５

１００

６４０

７５

５８２

６４

２２８

５０

９２４

３３

２００

１７

１００

３５０

１７０

３０

２２０

３８０

合　　計

１， ４００

１， ５００

　５５０

２． ３５０

２． ６００

５， ５００

　　１５５

３． ４３５

７． ７３５

　　２１０

　　９２０

１２，４５５

　８３０

１． ９３０

　　７５

　３５５

３， １９０

７５

　８０４

　３７５

　５１８

　１７０

１， ８６７

　２１２

　８９０

　　９２

　７５０

１， ９４４

　５００

　１５０

　６９０

１， ３００

（２５２）



Ｉ　ＢＭ杜の組織変革（７）（坂本） ９３

会杜名

Ｓｙ・ｔ♀ｍ・

Ｅｎｇｍｅｅｒｍｇ

Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ

Ｔａｎｄｅｍ

　Ｃｏｍｐｕｔｅｒｓ

Ｔｅ１ｅｉ１ｅ

Ｃｏｍｐｕｔｅｒ

Ｐｒｏｄｕｃｔｓ

Ｔｅｘａｓ

ＩｎＳｔｒｕｍｅｎｔＳ

Ｗｅｓｔｉｎｇｈｏ，ｓｅ

　　　Ｅ１ｅｃｔｒ１ｃ

そ　の　他

合計

機種名

６２０／Ｌ＆１００ｃ

６２０＿Ｌ＿１００

Ｒ６２０／ｉ，Ｒ６２２／ｉ

Ｖ－７２

Ｖ－７３

Ｖ－７４

Ｖ－７５

ｙ－７６

Ｖ－２２－２００

Ｖ－７７－４００

Ｖ－７７－６００

　合　　計

３２／３５

３２／５５

３２／７５

　　合 計

Ｔ１６

ＴＣＰ＿１６

９６０－Ａ／Ｂ

９８０－Ａ／Ｂ

９９０／４

９９０／１０

　合 計

Ｐ－５０

Ｐ－２０００

２５００

　合 計

買取価格
（ドル）

５， ＯＯ０

６． ０００

１５，ＯＯ０

１０，ＯＯ０

１６．０００

４０，ＯＯ０

３９．０００

８， ＯＯ０

２， ＯＯ０

５． ０００

８， ＯＯＯ

３０，ＯＯ０

５０，Ｏ００

７０，ＯＯＯ

１３５，ＯＯＯ

４， ＯＯ０

５． ０００

１， Ｏ００

２， Ｏ００

１６，Ｏ００

１０，ＯＯ０

１０，ＯＯＯ

最初の
出荷年月

７１年２月

７２年６月

６９年６月

７４年２月

７２年１１月

７４年５月

７５年８月

７６年１月

７７年１月

７６年１２月

７７年３月

７６年９月

７５年８月

７８年３月

７６年５月

７７年

７１年１２月

７２年１０月

７６年６月

７６年３月

６４年８月

６９年８月

７１年１１月

設　置　台　数

アメリカ

　７２０

　９７０

　１７５

　７５０

１． １９０

　２１０

　１２０

　５３０

　２００

　１１０

　１５０

６， ９６５

３０

２３０

２６０

９６

ＮＡ

２． ６５０

２． ９００

３． ３００

１． ９００

１０，７５０

１８２

１１１

２７４

５６７

合　　計 ユ， ８５４

アメリカ以外

　３２０

　４８０

　　７０

　３３０

　５３０

　　９０

　　５０

　２００

　　６０

　　５０

　　８０

３， ０６０

１０

８０

９０

８

ＮＡ

１． ２５０

１． ３５０

１． ３００

　４５０

４， ３５０

４０

９０

９０

２２０

合　　計

１． ０４０

１． ４５０

　２４５

１． ０８０

１． ７２０

　３００

　　１７０

　　７３０

　２６０

　　１６０

　２３０

１０，０２５

４０

３１０

３５０

１０４

ＮＡ

３． ９００

４． ２５０

４． ６００

２． ３５０

１５，１００

２２２

２０１

３６４

７８７

…１・…
…，…１ ・・・…１帆…

（出所）

（注）

　アンリ ・メゾン「世界のコンピュータ設置状況調査」ｒコンピュートピア』１９７９年１月号，５４～６０ぺ一ジ

より作成 。

¢　ミニ ・コンピュータの「買取価格」は「基本価格」によ って示されている 。

＠　本表中のｒ最初の出荷年月」は他の諸表に示されているｒ初出荷年月」とかならずしも一致しない 。

（２５３）




